
えびの市埋蔵文化財調査幸R告書 第32集

内 丸 遺 跡

弁財天遺跡

馬場田遺跡

水 流 遺 跡

役所田遺跡

小路下遺跡

浜川原遺跡

2002

長
・
江浦地区道跡群

霧島演習場周辺農業用施設設置助成事業長江

浦地区回場整備事業に伴う発掘調査報告書

本 文 編

宮崎県えびの市教育委員会



えびの市埋蔵文化財調査報告書 第32集

編

内 丸 遺 跡

弁財天遺跡

馬場田遺跡

水 流 遺 跡

役所田遺跡

小路下遺跡

浜川原遺跡

2002

長江浦地区道跡群
霧島演習場周辺農業用施設設置助成事業長江

浦地区圃場整備事業に伴う発掘調査報告書

宮崎県えびの市教育委員会



序

えびの市は、宮崎県の南西場に位置し、北の九州山地と南の霧島山系に囲まれ

た狭長な盆地であります。県内で唯一西へ流れる川内川は盆地中央を蛇行し、大

小20あ まりの小河川が合流しています。河岸段丘は発達し、段丘面の殆どは周知

の遺跡であり、当地が日向 。肥後・薩摩の分岐点にあたることから、古くから様々

な文化、文物が混交した独特の地域として発展してきました。

標高1700mを 測る韓国岳を主峰とする霧島山系は大量の雨水をもたらし、市内

各所にある豊富な湧水や小河川は、幾多の生命を育んできました。また、寒暖の

差が大きいために農産物は良質で、特に米は、古くから真幸米として名を馳せて

いました。

平成元年度、防衛庁補助による長江浦地区の回場整備事業が採択されましたが

内丸遺跡が周知の遺跡として工区内に存在していました。工事に先行して県文化

課が試掘調査を実施したところ、新たに6ケ 所の遺跡も発見し、記録保存の措置

をとりました。

本書は、平成 2年度に調査した内丸・馬場田 (1次)。 弁財天遺跡、平成 3年

度に調査した馬場田 (2次)・ 水流遺跡、平成 4年度に調査した役所田・小路下

遺跡、さらには平成11年度に調査した浜川原遺跡、計 7遺跡の発掘調査報告書で

あります。

長江川と弁財天・浜川原の湧水を根幹とし、氾濫原を開拓してきた人々や、そ

れ以前の縄文時代後晩期の膨大な遺物を残した人々の歴史が明らかになりました。

本書が学術資料としてだけでなく、生涯教育や学校教育の場で活用され、埋蔵

文化財の保護に対する理解と認識が深まれば幸いです。

なお、調査にあたりご指導・ご協力いただいた諸先生方や県文化課諸氏、調査

に対してご理解ご協力いただいた西諸県農林振興局・県土地改良 。工事関係者な

らびに地権者・耕作者の諸氏、発掘作業・整理作業に従事していただいた作業員

の方々に対しまして厚く御ネL申 し上げます。

えびの市教育委員会

教育長 松 田 忠 信

平成 14年 3月



例   言

1。 本書は、平成 2～ 4年度および11年度に実施した、霧島演習場周辺農業用施設設置助成事業長

江浦地区国場整備事業に伴う内丸遺跡・弁財天遺跡・馬場田遺跡・水流遺跡・役所田遺跡・小路

下遺跡・浜川原遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査はえびの市教育委員会が主体となり、内丸遺跡は平成 2年 9月 17日 から11月 6日 までと、

平成 3年 1月 7日 から2月 1日 まで、弁財天遺跡は平成 2年 11月 1日 から平成 3年 1月 23日 まで、

馬場田遺跡は同年 2月 1日 から3月 27日 までと、10月 14日 から12月 20日 まで、水流遺跡は12月 9

日から平成 4年 1月 28日 まで、役所田遺跡は平成 4年 10月 25日 から11月 16日 まで、小路下遺跡

は同年11月 9日 から平成 5年 1月 30日 まで、浜川原遺跡は平成11年 6月 25日 から11月 27日 まで実

施した。

3.本報告作成のための整理作業は、平成12・ 13年度に実施した。

4.馬場田遺跡の調査の一部は、県文化課の東・飯田両氏に御協力いただき、水流遺跡については、

対象地全域を飯田氏に調査 していただいた。

5。 本書掲載の遺構は、SA:竪穴住居 。竪穴状遺構、SB:堀立柱建物跡、SK:土坑・土漿墓、

SD:溝状遺構、SX:自 然流路、SZ:用途不明、として略している。

6。 挿図記載の方位は、国土座標軸の北方位である。

7.浜川原遺跡は、 (株)ス カイサーベイに航空測量を委託し、遺構の全体図を作成した。

8.遺構の写真記録は担当調査員が、出土遺物の写真撮影は中野がおこなった。

9.本書の第 9章の執筆は本市教育委員会の東が、その他の執筆と編集は中野がおこなった。

10。 調査の関連資料および出土遺物は、えびの市歴史民俗資料館に保管、一部展示している。
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第 1章 はじめに

本市の中央南側には、盆地中央を西流する川内川へ注ぐ長江川とその氾濫原がある。当地区にお

いて、平成元年度、防衛庁補助による109haを対象とする回場整備の計画がもたれた。周知の遺跡

は内丸遺跡のみであつたが、県文化課による試掘調査の結果、段丘面の殆どに遺跡が包蔵している

ことがわかった。そこで、西諸県農林振興局と県文化課、市教育委員会で埋蔵文化財の保護につい

て協議を重ねた結果、順次、工事に先行 して発掘調査を実施し、記録保存をすることになった。

第 2章 遺跡の位置と歴史的環境

長江浦地区遺跡群は、霧島山系に端を発する市内最長の支流である長江川を軸として、微高地や

段丘に点在する追跡群の総称である。行政区では、川の左岸が大字西長江浦で、北から役所田遺跡・

小路下遺跡
(1)。

馬場田追跡・水流遺跡・内丸遺跡
(2)が

、右岸は大字東長江浦で浜川原遺跡
(3)の

調査

地がある。霧島山系の湧水は多 く、中でも小池 (第 1図 A地点)と 出水観世音池 (B地点)、 浜川原

池 (C地点)、 弁財天池 (D地点)の 4大湧水池があり、古 くから恩恵を被つている。左岸は低丘

陵や微高地が多いために遺跡が密集する。反面、右岸は痩せ尾根が張 り出し、中世の山城が点在す

る。左岸北端には溝園城跡が占地し、その両側には灰塚地下式横穴墓群を含む縄文～平安時代の灰

塚遺跡
(4)ゃ 西矢倉城跡、池山城跡、広大な岡元遺跡などがある。灰塚遺跡の北西 2 kmに は短甲 7領・

冑3鉢などが出上している島内地下式横穴墓群
(5)が

、3 km東には確認総数400基を越え、短甲 2領・

冑 1鉢などが出土している小木原地下式横穴墓群(°が、その 2 km対岸には手畑地下式横穴墓群が分

布する。その他、単独ながら、松山遺跡
(7)と 内小野遺跡

(8)。 天神免遺跡
(9)で小型の地下式横穴墓が

検出されている。

墳墓群に相応する集落はなかなか発見されず、同一段丘には存在 していない。妙見遺跡
t⑥では41

軒の竪穴住居を検出しているが、墓域は不明である。又、総数350軒前後と推定される内小野遺跡

集団の墓域は、島内地下式横穴墓群に比定される。

古代の官道は京町
住。一小林線が一部踏襲 し、一直線に走る。『延喜式』にみえる真所駅は、現在

の大字永山字「真崎」 (E地点)も しくは 9～ 10世紀代 と推定される法光寺跡およびその周辺に比

定されているが、後者の可能性が最も高いと思われる。

7～ 8世紀代の遺跡は無いに等しいが、 9世紀後半には爆発的に遺跡が増加し、近世まで継続す

る集落が多い。小木原遺跡群蕨C地区では、官道を再整備したと推定される15～ 16世紀代の石敷き

道路跡が検出され、中世末までは官道および再整備道が主要道であつたと思われる。

近世になると川内川右岸に肥後街道が敷かれ、主要道となる。

平成 9年 7月 、川内川の川岸から丸木杭が発見された (第 4図 。写真 1)。 残存長は1,40m、 最

大径0。 30mの材で、下半は金属工具による面取 りがなされ、先端には30cm。 幅 2 cm。 厚さ5～ 6 Hlm

-1-
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1:内九遺跡 2:弁 財天遺跡 3:馬 場田遺跡 4:水 流遺跡 5:役 所田遺跡 6:小 路下遺跡 7:浜 川原遺跡 8
:内小野遺跡 9:東 福城跡 10:新城跡 11:徳満城跡 12:妙見遺跡 13:園田城跡 (消滅)14:浄慶城跡 15:加久

藤城跡 16:新城跡 17:小城跡 18:平城跡 (消滅)19:小城跡 20:掃部城跡 21:宮之城跡 22:手畑地下式横穴墓

群 23:建山地下式横穴墓群 24:田 之上戎跡 25:古城跡 26:上江城跡 27:法光寺跡 28:原 田 ,上江遺跡群 29:
小木原地下式横穴墓群 30:鳥越城跡 31:桑田遺跡 32:松山遺跡 33:上田代遺跡 34:竹之内遺跡 35:柿ノ木城跡

36:稲荷城跡 37:小屋敷城跡 38:畑 田城跡 39:新 田遺跡 40:岡元遺跡 41:溝 園城跡 42:灰塚地下式横穴墓群

43:西矢倉城跡 44:池山城跡 45:見吉城跡 46:島内地下式横穴墓群 A～ D:湧水池 E:字 「真崎」 F:村 境杭

出土地点

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡位置図 (1150,000)
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1:内丸遺跡 2:馬 場田遺跡  3:弁 財天遺跡 4:水 流遺跡 5:役 所田遺跡  6:小 路下遺跡 7:浜 川原遺跡

第 2図 長江浦地区遺跡群 位置図 (1:25,000)
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の 4つ又にわかれた鉄製の石突きが釘止めされている。発見地は旧村

境に近く、村境を示す境界杭Qり もしくは正徳 3年 (1713)に構築され

た堂本井堰の基礎杭か或は昭和27年 (1952)に改築された時の杭の可

能性がある。西長江浦地区の西側は旧村境であり、将来的に類例が出

土する可能性を留意するべ く、事例提示した。

第 4図 村境杭 実測図
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写真 1 村境杭と先端部拡大
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第 3章 内丸遺跡



第 3章 内丸遺跡

第1節 はじめに

内九遺跡は、えびの市大字西長江浦字内九、一辻、新田下、田中に広がる南北800m、 東西最大

幅350mの丘陵先端面に立地する。調査区は標高271mの遺跡の北よりにあたり、北150m地点に豊

富な湧水を確保する、良好な立地条件にある。

調査区は、排土処理の都合により2区に分け、 I区 を平成 2年 9月 17日 から11月 6日 まで、Ⅱ区

を平成 3年 1月 7日 から2月 1日 まで調査 した。

第 2節 基本的層序

層序は上から、I層 :耕作土、Ⅱ層 :床土 。旧耕作土 。近世以降の灰色上、Ⅲa層 :黒灰色土 (中

世～古代 )、 Ⅲb層 :淡黒灰色上十Ⅳ a層 (古代～古墳時代 )、 Ⅳ a層 :ア カホヤ火山灰 2次堆積層

;淡黄褐色～黄褐色微砂質土、Ⅳb層 :ア カホヤ火山灰十淡緑灰色微細砂質土に分別した。

Ⅳ a層 は40cm前後堆積し、縄文時代前期から後期の遺物を含み、上層～上面においては、古墳時

代までの遺物が混在する。

I区の殆どは、後世の開墾により、Ⅲ層が遺存していない。

′
 ＼

▼

ベ

第 1図 内九遺跡 地区割図 (1:2,500)
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第 2図 古代～近世 遺構分布図

-8-



第 3節 古代～近世の調査

I区南半～Ⅱ区にかけてはⅢ層が遺存 し、若干の遺物 も含む。Ⅱ区の中央南側セクション断面 (第

3図 )を 見ると、Ⅳal層 上面とⅢ b・ Ⅱb層上面を遺構面 とする溝状遺構がある。Ⅳa層 上面での

遺構検出において、24条 の溝状遺構 と、掘立柱建物跡 1棟 を確認 した。

Ⅳa層 上面から切 り込む17号溝が最 も古 く、 9～ 10世紀代 と思われる。これに併行する20号溝や

直行する13号・05号溝は12～ 13世紀、北方向の01,08。 23号 とそれに直行する09号溝が中世に、ゴヒ

）〕
I :暗灰色土
Ia:暗灰色土
b:暗灰褐色土

Ⅲa:黒灰色土
b:淡黒仄色三十淡茶黄色土

1 :暗灰色～淡黒灰色土
2a:淡 黄灰色土
b:淡責灰色土 (硬質)

一
  

―
――f―――

´

Ⅳal:黄褐色十淡責掲色土
a2!淡黄褐色土
a3i a2+Ⅳ b

biア カホヤ火山灰十淡緑灰色土

Al
2

3

4

5

6a

b

畦畔 SD―

la

b

2a
b

Cl

c2

d

暗灰色土

暗灰色土

暗灰色～淡黒灰色土
淡黒仄色土
暗灰色土
4+5層
5と 同じ

淡灰色十微砂
暗灰色土

淡灰色微細砂+暗灰色土 (互層)

暗灰色土

淡黒杯色土

淡黒灰色～暗灰色土
暗灰色土 (混Ⅳ層粒・微細砂)

灰色上

SD-17

1:淡灰黄色土
2:I+Ⅳ b層 粒
3:淡茶灰色～淡灰黄色土

0      1      2m

第 3図  Ⅱ区 中央南側セ

黒灰色十灰色十灰褐色土 (混 Ⅳ層ブロック～粗細粒 )

クション西壁層序

北西方向の02・ 03・ 04・ 07号 とそれに直行する09・ 10。 12・

15号溝は近世後半～近代に属し、11号溝は近現代である。上

記以外の溝状遺構は、主として中世後半に属すると思われる。

03号 と05号溝は幅0.5～ 0,7mを 測 り、底面には凹凸面が連続

する特殊な機能を持つが、硬化面は無 く、道路状遺構として

は想定し難い。

SB-01(第 4図 )

調査区の北東部で検出した、梁行 1間 (1.5～ 1.7m)、 桁

行 3間 (4。 26～ 4。 46m)の建物跡である。

主軸方位はN17° Eで、05号溝と同一方向である。

柱穴は直径28cm前後、深さ40cm内外を測るが、柱痕跡は確

認できなかった。覆土から、15～ 16世紀の建物と思われる。

ｍ

０

　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
２

ウを扇ォ。m
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第 4図  SB 01 遺構実測図



―

 H==2690m

F′

D      」

:暗褐灰色+淡黒灰色土
:淡黒灰色土
:暗灰褐色上

la:淡黒灰色土
b:暗灰褐色～淡黒灰色土

J

b:淡黒灰色+暗茶褐色土
3 :暗灰褐色土

L

la:暗灰褐色十淡黒灰色土 (混Ⅳ層粒)

b:暗灰色土
2a:暗灰色～淡黒灰色土 (混Ⅳ層ブロック～粗粒 )

b:暗灰色土
ci淡黒灰色土

第 5図 SD-01～ 10 断面層序図

4a:暗灰褐色～淡黒灰色土
b:4a+Ⅳ 層プロック

5 :淡黒灰色+暗茶褐色土

M′

A       

ィ

A

1:淡黒灰色土

Cコ 罵ゝ¬E三ア″
~~…Hく

《エン″―
C′

1:淡黒灰色土

1 :淡黒灰色～暗茶褐色土
2a:淡黒灰色～暗灰褐色土
b:暗灰褐色土

2:暗灰色十淡黒灰色土
3:暗茶褐色土 (混Ⅳ層粗細粒 )

H′

――――――― H三=269,Om  

―
I

1 :Ⅳ層十淡黒灰色土
2a:暗仄色土
b:2a十Ⅳ層ブロック

0            1            2m

1:淡黒灰色土

K           l             K′
H=26920m―

1:Ⅳ層プロック十淡黒仄色土
2:暗灰色～淡黒灰色土
3:暗茶褐色土+淡黒灰色土

M
H=26ЯOm―

3a:暗茶褐色土

b:暗茶褐色～暗灰褐色土
c:暗茶褐色土 (混Ⅳ層ブロック)

その他、遺物包含層の出上であるが、布目瓦片 (第 20図 -207)が 1点出土 している。本書第 4章

掲載の弁財天遺跡で同類の瓦が出土 しており、中世後半の所産と考えられ、 SB-01に使用された

可育とJl■ もある。

第 4節 古墳時代

Ⅳa層 から掘 り込む竪穴住居 3棟を検出した。覆土中央部は若干凹み、Ⅲb層 が覆っているために、

Ⅲb層 の掘 り込みで終了しかけたが、Ⅲ層およびⅣ層上面での土師器や縄文土器の量から竪穴住居

数棟を予見 していたこともあり、若干掘 り下げたり、サブトレンチを設けて遺構の有無を確認した。

その結果、Ⅳa層 とは若千異なる色調を覆土とするプランを検出した。結果的にはⅣa層 を剥 ぐこと

で確実なプランが検出された。

-10-
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第 6図 縄文～古墳時代 遺構分布図



SA-01(第 7図 )

長軸4。 2～ 4.85m、 短軸3.64～ 3.92mの隅丸長方形を呈 し、長軸は南西―北東方向に向く。掘削

当初は深さ50～ 60cmに荒削 りされ、主柱穴 4基 (pit l～ 4)が北寄 りに設置されてのち、10～ 15cm

厚の貼 り床が施される。その結果、床面には2f層上面のフラットな面になる。主柱穴は直径20cm内

外、深さ20cm内外を測 り、南東隅を除くコーナーと中央やや南よりに補助的な柱穴 (pit 5、 深さ20cm)

が穿たれる。pit 6は 深さ15cm、 pit 7は深さ61cm、 pit 8は 深さ80cmを 測る。pit 3-4-5あ たりには

炭化物が集中しており、屋内炉を想定させる。

出土遺物は全て流れ込みで相当量の土師器壷・甕・高郭・丹塗 り高不のほか、朱玉 1点 (36)、

管玉 1点 (37)がある。朱玉は34× 27Hlmの 楕円形を呈し、厚さ5～ 6 Hlmを測る。

0      1      2m

第 7図  SA-01 遺構実測図

SA-02(第8図 )

I・ Ⅱ区の境、 1号住居から西へ 6m離れた位置で検出。東西6。 16m、 南北5,42～ 5,58mの方形

を呈 し、深さは、遺構面から30～42cmを測る。床面は礫の多い地層で、主柱穴も判然としない。

pit lは 1辺85cm内外の略方形を呈 し、深さは25cm前後を測る。pit 2は 54× 42cmの 楕円形を呈 し、

深さ25伽 を測る。pit 3は 41× 47cmの 楕円形を呈し、深さ30cmを測る。pit 4は 長軸1.51m、 短軸1.06m

の不整備楕円形を呈し、長径70cmの 礫が埋っていた。pit 5は直径18～ 20cmの 円型で、深さ23cmを

測る。pit 6は直径28cm内外の円形を呈し、深さ24cmを 測る。pit 7・ 9は深さ10cmあ まりで、柱朱

とは言い難い。pit 8は西壁に接する半円形で、深さ23cmを測る。
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pit lと 4は異常に大きく、住居構築以前の掘 り込みの可能性があり、対角線上に並ぶpit 3と 6

が主柱穴と思われる。

出土遺物は全て流れ込みで、大量の上師器や丹塗 り土師器のほか、須恵器の庭 (112)と ガラス

小玉 1点 (113)が出上 した。遮は床面付近から出土 したが、03号住居からも同一個体片が出土し

ており、住居の廃棄時期がほぼ同時期であることの証左となる。

当遺構の西側では須恵器の高郭 (205)が出上 しており、帰属性が高い。

SA-03(第 14図 )

明瞭な掘 り肩が検出されず、サブトレンチを入れながら2度の拡幅をした結果、長辺7.6～ 9,Om

/

1 :暗茶褐色+茶褐色微砂質土
2a:灰褐色～暗茶褐色微砂質土～暗茶褐色～暗黄褐色
bi暗黄灰色微砂質土 (混Ⅳa層 ブロック)

c:2a+2b層
3:淡黒灰色土十暗茶褐色微砂質土 (混炭多い)

4a:暗黄灰色十淡灰褐色微砂質土 (混 Ⅳb層 ブロック)

第 8図  SA-02 遺構実測図

黄灰色微砂質土 (混Ⅳb層粒少量)

灰責色微砂質土 (混Ⅳb層 粒微量)

淡茶褐色微砂質土 (混Ⅳb層 粒多量 )

淡黄褐色微砂質土
淡黄灰色微砂質土 (混Ⅳb層 ブロック)

Ⅳb層 +Ⅳ a層 (貼 り床か)

- 13 -
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第10図  SA-01 出土遺物実測図 (2)、 SA-02 出土遺物実測図 (1)
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H=2690M

Ⅲ
′
:淡黒灰色上十淡黄灰色微砂質土

la:暗黄灰色微砂質土
b:暗黄褐色微砂質土
c:暗黄褐色～灰褐色微砂質土 (混Ⅳb層粒)

2b:lcと 同じ
b:暗黄褐色微砂質土 (混Ⅳb層粒 )

3a:Ⅲ
′
+3b層

bi淡灰黄色微砂質土

第14図  SA-03 遺物実測図

3cl:淡灰黄色微砂質土 (混Ⅳb層粒)

c2:灰色砂質土
c3:灰黄色微砂質土

灰褐色微砂質土

暗黄灰色～暗黄褐色微砂質土

暗黄仄色微砂質土
8と 同じ灰責色～灰褐色微砂質土

暗灰色～淡黒灰色土 (混炭、Ⅳb層粒)

灰色～暗黄灰色微砂質土

灰色十暗黄灰色微砂質土

c4
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第17図  SA-03 出土遺物実測図 (3)

0              50 cm

第18図  SK-01 遺構実測図

短辺5,8～ 6.6mの不整長方形を呈することがわかった。

土層が広がり、不整形の炉址が検出された。

貼 り床は無 く、主柱穴も判然としない。

深さは40～50cmを測 り、中央には炭を含む

出土遺物は少なく、土師器と丹塗り上師器のほか、須恵器の郭蓋 1点 (169)。 朱玉 2点 (192・

193)と ガラス玉 2点 (1940195)が出上している。

SK-01(第 18図 )

SA-01か ら南西へ5.8moSA-03西隅から西北西へ4.3mの地点で、土器溜めを検出した。
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第19図  SK-01 出土遺物実測図

長径74cm。 短径63cmの不整円形を呈し、最深部は37cmを測る。底面には凹凸があり、粗掘 りのま

ま機能している。

遺物は中位から上部に、大きく2回 に分けられて投棄された状態である。接合すると、完形に近

い甕 3点 (184～ 186)と 、甕の口縁部 (180～ 182)に復元された。壁面中位には、廃棄前に祭祀を

したと思われる手捏ね土器 (183)がめり込むように入っていた。

―- 23 -―
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第20図 調査区出土遺物実測図

第 5節 縄文時代

縄文土器を含むⅣa層 に酷似する覆上の土坑が存在するので、Ⅳa層 を若干掘 り下げて精査 したと

ころ、約70基の上坑を検出した (第 6図 )。

土坑は、SK-12・ 26。 31,40。 42・ 58の ような長径 5m前後の大型タイプ、 SK 17・ 20・ 56。

63・ 64・ 66の ような長径 2m前後の中型タイプ、 SK 13・ 49周辺に多い長径80cm前後の小型タイ

プがある。西側のⅣ層には大量の礫が混ざるので、遺構が少ない。

SK-12(第 21図 )

長さ4m、 幅1.4～ 1.6mの不整楕円形を呈する。最深部は中央部で90cmを測 り、北寄りに長さ1.6m

程の平坦面がある。南側は約20度の傾斜で、出入りの為に緩やかに掘削してある。

粋

醐

笏

１

２。９

妻慕

第20図 調査区出
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出土遺物は少なく30点あまりが散在し、全て流れ込みと思われる。図化できたのは4点 (第24図

210・ 212・ 214。 216)である。2101よ 前期の深浦式系の深鉢で、破片数点が覆土から出上し、他の

Ⅳa層 出上の破片と接合した。後期後半の遺構と思われるが、機能は不明である。

SK-26(第 21図 )

SA-03内 中央部で検出した、長さ5.5m・ 幅1.4～ 2mの楕円形を呈する。最深部は北寄りにあり、

86cmを 測る。底面平坦面は1.2mほ どである。南は10度位の緩やかな傾斜であるが、東～北側にか

けては急角度の掘 り込みである。

出土遺物は少なく、 4点 (236～ 239)を 図化した。全て流れ込みであり、後期後半の遺構と思わ

れるが、機能は不明である。

SK-31(第 21図 )

SA-03に南端部を切られている。残存長は4。 4m、 幅は 1～ 1.4mを 測 り、長精円形を呈する。

最深部は北端にあり70cmを測るが、底面は一様でなく、 4～ 5基の上坑が重複していた可能性もあ

る。出土遺物は、微量の上器片がある。

SK-40(第 22図 )

長径4.64m・ 短径2.4mの精円形を呈し、大小10個 あまりの柱穴を有する。最深部は68cmを測るが、

底面は一様ではない。

出土遺物はやや多い (242～253)が、流れ込みである。

SK-41(第 22図 )

検出長は3mあ まり、幅は3.6～ 4.6m、 最深部は90cmを測る。東半部は一段下げられ北に向かっ

て深 くなる。

出土遺物は微量で、図化 していないが、後期後半の所産と思われる。

SK-13(第 23図 )

直径 lm前後の不整円形を呈し、深さ50cm内外を測る。南側の壁は袋状を呈し、土坑の中で唯一

貯蔵穴と推定できる遺構である。出土遺物は流れ込みであるが、5点 (213・ 215。 217・ 218・ 221)

の土器と磨製石斧 1店 (442)な どが出上し、後期後半の遺構と思われる。

SK-25(第 23図 )

1辺1,2m前後の隅丸略方形を呈し、深さ70～ 76cmを測る。底面には、不整形な小pitがある。出

土遺物は少ないが、丹塗りの台付皿などが出上している。形状から、貯蔵穴の可能性がある。
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1 :暗黄灰色微砂質土
2a:灰黄色微砂質土 (混Ⅳb層 )

b:灰色微砂質土 (混炭化物)

3:暗黄灰色十灰色微砂質土
4a:灰色～暗黄灰色土
b:暗灰色十暗黄灰色土
5:暗黄灰色土

SK-31

1 :灰色～暗黄灰色微砂質土 (混炭化物少量)  3:暗灰色土 (混炭化物少量)

2a:暗灰色十暗黄灰色微砂質土 (混炭化物多量) 4:暗黄灰色土 (混炭化物少量)

b:灰色土 (混炭化物少量)          5:暗 灰色土

4a:淡責灰色十淡灰色±     5b:責 灰色微砂質土
b:橙黄色十淡黄灰色微砂質土  c:淡 黄色～灰色微砂質土
5a:Ⅳ a層 十暗灰褐色±     6:淡 灰責色十Ⅳa層 ブロック

la:暗灰色
bi暗黄灰
2a:lbキ 灰
b:暗灰黄
3:灰色+

十暗黄灰色土 (混炭化物多量)

色微砂質土
色土
色十黄灰色微砂質土
淡灰責色土 (混炭化物多量)

SK-26

＜
箔
〇
［
．∞
Ю
［
＝
■

第21図  SK・ 11・ 26。 31 遺構実測図
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一――一―H=268.80M

la:暗黄灰色十淡黄灰色微砂質土 (混Ⅳb層 プロック)

b:暗黄灰色微砂質土

0            1            2m

2a:淡灰黄色微砂質土
b:暗灰色～灰色微砂質土 (混Ⅳb層粒、炭多い)

c:黄灰色微砂質土
3a:灰責色十淡黄灰色微砂質土 (混Ⅳ層ブロツク)

3b i灰 黄色～淡黄灰色微砂質土
c:淡黄色～淡責灰色微砂質上
4:淡灰色～淡灰黄色微砂質土
5:Ⅳ層+4

1 :淡黄灰色微砂質土
2:暗責灰色微砂質土
3a:2と 同じ (混Ⅳb層 ブロック)

b:灰色～灰黄色微砂質土

3c:灰色～淡茶灰色微砂質土
4a:灰色～灰褐色微砂質土
b:暗灰褐色微砂質土
5a:淡茶褐色微砂質土

―――――――――一 H=268,OM

5b:淡灰黄色微砂質土
6a:淡茶褐色～淡黄褐色微砂質土
b:暗茶褐色微砂質土

SK‐41
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2:暗灰色～暗灰褐色微砂質土
3:暗黄灰色～茶褐色微砂質土

H=26840M

4:暗黄灰色微砂質土 (混炭化物多量)

5:暗灰褐色微砂質土
6:橙責色微砂質土
7:灰褐色微砂質土 (混粗細砂)

1 :灰黄色微砂質土
2:Ⅳ a層 ブロック+暗黄灰色微砂質土
3a:暗灰黄色十灰黄色微砂質土 (混Ⅳa・ b層 ブロック)

b:暗灰黄色微砂質土
c:灰黄色微砂質土
4:Ⅳ a層 十暗灰責色微砂質土

SK…13

1:暗黄灰色微砂質土
2:暗茶褐色微砂質土
3:茶褐色微砂質土
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第31図 調査区出土 縄文土器実測図 (5)

SK-31(第 23図 )

長径94cm・ 短径70cmの楕円形を呈し、深さ50cmを測る。北寄りには、長径40cm前後・厚さ10cm前

後の自然礫3点が入つており、台石の素材用デポと推定される。

覆土には、後期後半の上器片が数点流れ込んでいた。

SK-58(第 23図 )

長軸5.5m・ 幅1.3～ 2mの不整楕円形を呈し、最深部は80cmを測る。遺構の東 2～ 3m付近は、

長さ9mに わたって半月型に30～ 40cm掘 り下げられている。この面から土坑が切 り込まれていたので、

付随する構築と考えられる。

出土遺物は少なく、 1点 (264)の み図化した。

その他の遺構と出土遺物

前期の遺構は検出されなかったが、第24図 -210や第27図-267～ 269の ような深浦式上器が出上し

ている。調査区内での最古の遺物であるが、流れ堆積のⅣ a層 に包蔵していることから、調査区の

南側に遺構が埋蔵している可能性がある。

後期後半から晩期前半の上器片は約1700点以上出土しているが、遺構の機能を示す出土状態のも

のは無い。一定期間の居住を示す石皿 (第 35図 -443・ 444)や磨石 (第 34図-425～第35図 -435)・

石錘 (第 34図 423・ 424)は出上したが、竪穴住居は検出されなかった。

打製石鏃などの小型の石器はサンプリングエラーも多いと思われるが、製品のほか、多数の剥片・

チップに加え、敲き石も出土しており、遺跡内での石器生産も行なわれたに違いない。また、器面

調整具 (第 35図 -441)も 出土しており、土器の製作も行なわれた、一般的な集落といえる。

―- 36 -一



氏
慟
Ｈ
Ｖ

６８

‐
《批
豚
｝
◆

ハ
Ａ
Ｈ
〉

３６７

‐Ａオ〔́い苧◆

４

３６５

‐熱
◆

ｂ

３６４

一

‐燃麒捌甲
◆

一

れ
Ａ
は
Ｈ
ｖ

３６３

‐△凪飢Ⅷ甲
◇

～

３６２

‐λ
‐金

【９

３７４
‐爽
◆

刀
川
Ｈ
Ｈ
ｖ
３７３

一

‐

ｎ

ｉ

ら

９

３８６

一

Ａ
川
側
ｕ
ｗ

３８４

一

‐点綸嚇勢‐⇔

一

Λ
＝
ぃ
Ｈ
Ｖ

３８３

一‐魂
も

Ａ
Ａ
ｎ
Ｈ
Ｗ
ｉ

９８

一　

　

　

３

‐△唖耐爾硼】‐↓

一

Ａ
Ａ
Ｈ
Ｈ
Ｖ
　
３９７

‐斜
↑

と
Д
〔
Ｈ
Ｈ
∀
　
６

一
　

　

　

３

ぬ

◆

一

０

９５

一一０

解

一

‐・茶珈螂いい⇔

１

３９３

一

‐
る

Ｌ
⇔

一

|

機‖
1    366

◆

I

′、

一

飛

―

比

→

I

二f4粋慈)一 Jを

◆

I

Ⅷ

…

Ⅲ

◆

I

―

鴎

―

士  

―

一

I

◇

‐な

‐⇔

‐

３７。

‐（鰍工螂］‐・

ｎ
Ｈ
Ｗ
Ｗ
．　
　
９０

一
　

　

　

３

ｒｔ導藝藝呻『坤‐一

一

９

硝

３８８

帯

３８７

‐倶妹醜靱や‐↓

一

―‖
377

|

―

綴

―

t

i     376

◆

―

始

―

登

ハ

|

◆

I

/■

鰺琴範『け
-  392

→ ⇔

‐Ａ織榊鞠ザ
今

I

っ  401

◆

1        402

会 0        3 cm

―

‐姶

‐◆

i       399

◆

Ｉ

　

　

　

　

　

Ｉ

◆

―- 37 -―

第32図 調査区出土 石器実測図 (1)
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表 1 出土遣物観察表 (1)土 器 (1)

No 出土 地 種  類 器 種
法量 (mm)

口径 1底径 1器高

調    整

外  面 1内 面
胎   土 焼  成

色     調

外  面  1 内 面
備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

第10図
22

28

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

40

41

42

43

44

45

46

47

48

第11図
49

50

51

52

53

SA 01

SA-01

SA-01

SA-01

SA 01

SA 01

SA-01

SA 01

SA 01

SA-01

SA-01

SA 01

SA 01

SA 01

SA-01

SA-01

SA-01

SA-01

SA-01

SA-01

SA 01

SA-01

SA-01

SA 01

SA-01

SA-01

SA-01

SA 01

SA-01

SA 01

S A 01

S A 01

SA 01

SA 01

SA 01

SA-02

SA 02

SA-02

SA 02

SA 02

SA-02

S A 02

SA 02

SA 02

SA-02

SA 02

SA-02

SA-02

SA-02

縄文土器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

上師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

縄文土器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

深鉢

養

甕

甕

甕

奏

養

奏

甕

甕

甕

甕

=
奏

奏

甕

甕

こ

重

鉢 ?

高杯

高杯

高杯

高杯

高年

高杯

高杯

高杯

高杯

高杯

高杯

高杯

高杯

高郭

高郭

深鉢

菱

菱

甕

甕

甕

奏

甕

甕

甕

甕

甕

甕

菱

219

124

180

166

339

218

196

182

199

７〇

一

　

一

　

一

一

　

一

一

　

一

一

　

一

一

　

一

７６

６４

７６

５５

７６

一

　

一

一

　

一

一

一

一

一

　

一

一

　

一

一

　

一

一

　

一

　

一

‐３４

‐２２

一

　

一

一

一

一

一

　

一

一

一

一

　

一

一

一

　

一

丁寧工具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ミガキ

ナデ

ナデ

タテエ具ナデ

エ具粗ナデ

ナデ

粗ナデ

粗ナデ

エ具ナデ

ナデ

ヘラナデー
ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ナデ

ナデ

ミガキ

ミガキ

ナデ

ミガキ

ナデ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

タテ粗ミガキ

ミガキ

ナデ

エ具ナデ

粗ハケ

粗ナデ

ハケ～ナデ

ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

ハケ

ナデ

ナデ

ナデ

粗ナデ

ナデ

ミガキ

ナデ

エ具ナデ

ヘラナデ

丁寧正具ナデ
～ハケ

丁寧工具ナデ

ナデ

ハケ

ナデ

ナデ

ナデ

エ具ナデ

ナデ

丁寧工具ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

粗ミガキ～
ナデ

粗ミガキ

ナデ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ナデ

粗ミガキ

ミガキ

ハケ

ミガキ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ミガキ

ナデ

ナデ

エ臭ナデ

ハケ

ハケ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

エ具ナデ

ハケ

ナデ

ハケ

ナデ

粗ナデ

ナデ

微細砂やや多い

微砂多量

微砂少量

微砂少量

微細砂
茶褐色粒少量

微砂
茶掲色粒少量

微砂多量

微細砂微量

微砂やや多い

微砂少量

微砂少量

微細砂多量

微砂やや多い

微砂多量

微砂多量

微細砂多量

細砂少量
茶掲色粒多量

細砂微量

微細砂微量
粗砂赤楊色粒少量

良

微砂少量

良

良

良

細砂
参饗

色粒

微細砂少量

微砂少量

良

細砂微量

微細砂微量

良

良

良

良

良

微砂やや多い

微砂少量

微砂少量

微砂少量

微細砂少量

微細砂やや多い

微砂多量

微細砂少量

微砂少量

微砂少量

微砂少量

微細砂少量

微細砂やや多い

微砂多量

長

良

良

良

良

良

ややあまい

良

ややあまい

ややあまい

ややあまい

良

ややあまい

良

ややあまい

良

あまい

あまい

ややあまい

あまい

ややあまい

ややあまい

あまい

ややあまい

ややあまい

良

ややあまい

ややあまい

あまい

ややあまい

ややあまい

ややあまい

ややあまい

あまい

あまい

良

良

良

良

ややあまい

良

良

ややあまい

良

良

良

良

良

ややあまい

淡黄褐

暗褐

褐灰～淡茶灰

淡灰責

茶灰

淡茶褐

黄褐～淡桃責

淡黄～淡灰褐

淡橙黄～橙褐

淡橙黄～淡黄褐

橙褐

淡橙黄

淡責～責褐

淡黄灰～褐

淡黄褐～暗灰

淡責～灰褐

淡黄褐～淡橙責

淡黄～淡橙黄

丹

朱褐 (丹 )

桃掲

丹

茶褐(化粧粘土?)

紅褐～黄褐

暗茶～暗紅茶

淡橙

丹

丹

淡褐～茶褐

暗茶褐～黄褐

朱褐～淡黄

桃褐

赤紫

茶～赤茶(丹)橙褐

暗茶褐

淡灰褐～淡黄灰

淡黄白～淡灰褐

淡橙責

淡責褐～淡灰黄

褐

淡橙黄

茶褐～仄掲

橙黄～淡責

黄褐～褐灰

淡責褐～淡灰褐

淡橙茶～淡灰褐

茶灰～淡黄褐

淡責褐

黄褐～淡灰責

淡黄～灰

灰～淡灰褐

淡責褐

淡責一淡灰掲

黄褐～淡灰褐

淡黄掲～淡灰褐

黄褐～淡桃黄

淡黄掲～暗灰掲

淡黄褐

淡責褐

橙黄～灰掲

淡橙黄

橙黄～黄褐

淡掲

淡責褐～暗灰

淡橙黄

淡灰褐

淡黄～淡橙黄

淡桃黄

淡責褐～橙掲

褐～淡灰

暗灰褐

淡黄～淡灰白

淡橙黄

黒灰

褐～淡黒灰

淡黄褐

暗灰褐～淡黒灰

淡掲～茶褐

灰褐～暗灰掲

脚内 :黒
内 :灰～淡黄褐

暗灰褐

淡黄褐

淡橙～淡黒褐

橙責～暗灰褐

灰褐

淡責白

淡黄褐

淡黄褐～淡灰黄

橙責～淡黄褐

淡黄一橙黄

黄褐

淡黄褐～淡橙掲

橙責～淡茶掲

淡責～淡黄褐

灰褐～淡黄褐

淡茶灰～黄掲

橙黄

灰褐～淡責灰

全面スス

被熱

丹

丹

丹

丹

丹

丹
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表 2 出土遺物観察表 (2) 土器 (2)

出土地 種  類 器 種
法量(mr)

口径 1底径 1器高

IIlq    整

外  面 1内 面
胎   土 焼  成

色     調

外  面 1 内 面
備考

第11凶
54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

第12図
65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

第13図
88

89

90

91

92

98

94

95

96

97

98

99

100

101

102

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA 02

SA 02

SA 02

SA 02

SA-02

SA 02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA 02

SA-02

SA 02

SA-02

SA 02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA 02

SA 02

SA 02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA 02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

SA 02

SA-02

SA-02

SA-02

SA-02

土師器

土 師器

土 師器

土 師器

土師器

土 師器

土 師器

土 師器

土 師器

土 師器

土 師器

土 師器

土 師器

土 師器

土 師器

土 師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土 師器

土 師器

土 師器

土 師器

土 師器

土 師器

土 師器

土師器

土師器

土 師器

土師器

土 師器

土 師器

土 師器

土 師器

土 師器

土 師器

土 師器

土 師器

土師器

土 師器

土師器

土 師器

土 師器

土師器

土師器

土師器

甕

甕

甕

甕

菱

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

養

甕

奏

甕

養

甕

甕

甕

養

甕

甕

莞

養

奏

養

甕

養

高林

奏

高杯 ?

壷

壺

鉢

鉢

壼

重

蓋

重

壺

高杯

高杯

高杯

高杯

高杯

高孫

270

273

295

171

90

71

209

189

280

173

169

67

97

84

71

81

67

65

135

45

ハケ～ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

ハケ

ナデ

ハケ

ナデ

ナデ

ナデ

粗ナデ

ナデ

ハケ

ナデ

ナデ

ナデーハケ

ナデ

ナデ

ハケ

ナデ

ナデ

ハケ

板ナデ

粗工具ナデ

粗工具ナデ

ナデ

ナデ

板ナデ

ナデ

粗ナデ

粗工具ナデ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

粗ナデ

ミガキ

ミガキ

ヘラミガキ

ミガキ

ナデ～板ナデ

半ミガキ
～粗ミガキ

粗工臭ナデ

ナデ～工具ナデ

粗ミガキ

ハケ

ミガキ

ナデーミガキ

ナデ

ナデ

ハケ

ナデ

ナデ

エ具ナデ

ハケ

ナデ

ナデ

ハケ

ナデ

ナデ

板ナデ～
粗ナデ

エ兵ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

板ナデ

ハケ

ハケ

ナデ

粗ナデ

ナデ～ハケ

ナデ

ナデ

ナデ～
工具ナデ

ナデ～ハケ

ハケーナデ

エ具ナデ

ナデ

ハケ～
粗ミガキ

ハケ

ナデ

ナデ

ナデ

半ミガキ
丁寧ハケ

ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

粗工具ナデ

ハケ～ナデ

ナデ

ナデ

ミガキ

ハケーナデ

ナデ

ナデ

微砂少量

微細砂少量

微砂やや多い

微砂やや多い

微細砂少量

微砂やや多い

微砂少量

細砂茶褐色粒
少量

微砂やや多い

微砂少量

細砂多量

微細砂少量

細
驚奪壕侯

粒

微砂少畳

微砂少量

微砂少畳

粗細砂少量

微細砂やや多い

微砂少量

微砂少量

良

微細砂多量

微砂多量

細砂多量

細砂多量

微細砂やや多い

細砂茶褐色粒
やや多い

微細砂少量

微細砂少量

微細砂少量

微細砂少量

良

良

良

微砂やや多い

良

良

良

良

微細砂少豊

細砂微量

微細砂多量

微細砂少量
赤褐色粒少量

微細砂微量

良

微細砂微量

良

良

微細砂淡黄粘土
未 掘 名 封 か 暑

良

良

史

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

ややあまい

良

ややあまい

良

良

良

良

良

ややあまい

ややあまい

あまい

良

ややあまい

ややあまい

良

良

良

あまい

ややあまい

あまい

良

ややあまい

ややあまい

ややあまい

ややあまい

良

良

良

良

ややあまい

ややあまい

ややあまい

ややあまい

あまい

あまい

淡黄～褐灰

淡灰褐～淡黄褐

褐

淡黄～淡橙黄

暗灰～淡褐

暗茶褐～暗灰褐

淡黄褐～淡黄

淡茶褐

灰褐

淡黄褐一暗灰

橙黄～橙褐

淡黄褐

淡褐～淡橙

淡黄褐～褐灰

淡橙黄～淡黄褐

黄掲

責褐

淡責褐

褐

淡黄褐～掲灰

淡責褐

淡黄褐～淡灰

淡灰褐～橙褐

淡黄掲～栓褐

黄掲～橙褐

黄褐～淡橙黄

淡黄褐～淡橙黄

淡灰褐～黄褐

淡褐～淡橙黄

淡黄～淡黄褐

淡掲

丹

丹

丹

淡黄掲～淡橙黄

丹

淡灰

淡紅茶～丹

赤掲

淡責褐～淡橙黄

淡灰責～橙責

黄褐一淡黄灰

淡黄褐～淡橙黄

丹

丹

丹

紅褐

紅茶

橙黄

淡灰

淡灰掲～淡黄褐

責褐

橙黄

暗灰～淡褐

淡黄褐～淡褐

澄黄

褐

淡橙黄

淡黄褐～淡灰

淡黄褐～橙黄

黄褐

淡黄～灰褐

淡責褐～淡黄

淡橙責～茶灰

淡橙黄

橙責

淡灰～淡黄

淡橙黄～淡黄褐

灰褐～暗褐

淡褐

淡灰黄

淡黄白～灰褐

淡橙黄

淡橙黄～橙渇

淡茶灰～淡橙黄

灰褐～淡褐

淡灰掲～褐

淡褐

淡責～淡責褐

淡灰褐

黄褐

黄褐

責褐～淡橙褐

淡橙黄

黄掲

淡橙黄～淡灰

淡橙黄～淡黄

淡責褐

淡褐～淡黄

暗灰～淡灰褐

責褐～灰褐

淡黄掲～淡橙黄

灰褐～淡灰褐

茶褐～淡責褐

淡灰褐～褐

淡灰～淡黄褐

淡橙黄

橙責

丹

丹 良

丹

丹反
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表 3 出土遺物観察表 (3) 土器 (3)

出土地 種 類 器  種
法量 (mm)

口径 1底径 1器高 外  面 1 内 面

整調
胎   土 焼  成

色     調

外  面 1 内 面
備 考

第13図
103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

182

第16図
133

184

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

期・‐５

SA-02

SA-02

SA 02

SA 02

SA-02

SA-02

SA 02

SA-02

SA-02

SA-02・ 03

SA 03

SA-03

SA 03

SA-03

SA-03

SA-03

SA-03

SA-03

SA-03

SA 03

SA-03

SA-03

SA-03

SA-03

SA-03

SA 03

SA 03

SA-03

SA 03

S△～03

SA 03

SA-03

SA-03

SA 03

SA-03

SA-03

SA-03

SA-03

SA-03

SA 03

SA-03

SA-03

SA 03

SA-03

SA-03

SA-03

SA-03

SA-03

SA-03

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

高杯

高杯

高杯

高イ

高郭

高杯

高杯

高杯

小型深鉢

盛

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

皿

深鉢

甕

養

養

甕

奏

養

養

奏

養

奏

甕

養

菱

養

甕

箋

奏

箋

養

養

菱

壺 ?

奏

壺

養

重

壷

82

128

294

275

314

230

98

135

148

48

205

70

76

67

63

64

66

60

67

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一　

　

８０

　

１２〇

　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一　

　

４４

　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一

ナデ

粗ミガキ

ミガキ

ハケ

ミガキ

ナデ

ミガキ

ミガキ

ハケ～ミガキ
底部組ナデ

ナデ

ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

粗工具ナデ

条痕

粗ミガキ

ヘラ～正具ナデ

ヘラ～工具ナデ

粗工具ナデ

ナデ

ミガキ～粗工
具ナデ～ナデ

ナデ

粗ナデ～
粗工具ナデ

粗ナデ

粗ナデ

ナデ

ナデ

粗ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

粗工具ナデ

ナデ～I具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

エ具ナデ

ナデ

粗工具ナデ

ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

粗工具ナデ

ハケーミガキ
～板ナデ

ミガキ

ナデ

ナデ

ミガキ

ミガキ

ナデ

エ具ナデ～
ハケ

ハケ～丁寧ナ
デ～ミガキ

ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ～
粗ミガキ

ミガキ

ナデ

条痕

条痕

ミガキ

ナデ

ミガキ

ナデ

条痕～
工具ナデ

エ具ナデ

ハケ～ナデ

ナデ

ハケ

ナデ

粗ナデ

ハケ

ナデ

ナデ

ハケ

ナデ

エ具ナデ

ナデ

ハケ

ハケ

粗ナデ

ナデ

エ具ナデ

ハケ

ナデ

ハケ

ナデ

ナデ

板ナデ

ナデー
エ具ナデ

ナデ

微砂微量

微砂微量

良

良

微砂少量

微砂少量

微細砂少量

良

良

良

微細秒少量

石幾 多い

微砂やや多い

微砂少量

良

微砂少量

鯵 学
細砂少量

微砂少量

良

微細砂やや多い

良

微細砂、
茶褐色壮少畳

微細砂少量

微砂少量

微細砂少量

微砂やや多い

微細砂少量

微秒やや多い

微砂多量

微細砂少量

微細砂やや多い

微細砂少量

微砂やや多い

微砂少量

細砂少量

微細砂多量

細砂多量

微砂少量

細砂やや多い

細砂やや多い

微細砂やや多い

微細砂やや多い

細砂やや多い

細砂微量

微砂やや多い

細砂やや多い

良

微砂微量

あまい

ややあまい

ややあまい

ややあまい

ややあまい

良

ややあまい

良

ややあまい

良好

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

ややあまい

良

ややあまい

ややあまい

良

良

ややあまい

良

ややあまい

良

良

ややあまい

良

良

あまい

良

良

良

ややあまい

淡橙黄

紅褐

暗茶灰～褐灰

桃掲

朱掲

丹

丹

朱掲

淡赤褐

淡黒灰～灰褐

暗灰一淡茶黄

淡茶掲～暗褐

茶褐

淡灰～茶灰

淡黄白

淡灰白～淡黄白

淡桃黄

茶褐

褐～橙褐

淡責

暗褐灰
底 :淡責褐

淡灰黄～淡黄

灰掲

黄掲～淡灰褐

淡灰黄～黄褐

暗茶灰

橙掲

責掲

橙責～灰褐

橙黄

淡褐灰

淡褐

淡茶褐～淡掲

淡黄褐

橙黄～淡責褐

淡橙黄

黄褐

淡黄褐

淡橙黄～淡灰黄

淡茶灰～淡責褐

淡責～黄褐

淡橙黄～淡黄

黄褐

桃黄～淡灰褐

茶灰～桃褐

掲～淡黄掲

淡責褐

紅褐～茶褐

淡灰責

淡黒灰

暗茶灰～褐灰

桃褐～紅

淡黄褐

暗灰褐

暗灰～灰褐

淡黄褐

黄褐

暗灰褐

淡黄褐～淡灰褐

淡茶掲～暗灰

掲灰

淡灰～淡黄灰

淡黄～淡灰

淡灰

淡黄～淡黄褐

茶褐

暗褐灰～橙褐

黒褐

淡責褐～淡灰

灰～淡灰黄

淡黄掲～淡灰

淡黄褐～淡灰黄

淡黄一淡灰褐

淡灰～灰

淡黄褐

淡黄掲

淡灰褐～淡橙黄

橙黄

淡灰黄

淡橙褐

淡橙褐

淡黄掲～淡茶掲

淡黄掲～橙責

黄褐

淡茶褐～淡橙掲

暗褐灰

淡灰黄

橙褐

灰褐

淡橙黄

黄褐～淡黄

橙黄

黄褐

黄褐

淡黄褐～淡橙黄

暗灰掲～淡灰

網代底

外面スス

痕丹
　
丹
　
　
　
丹
　
丹

丹

　

丹

マメツ

丹
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表4 出土遺物観察表 (4) 土器 (4)

出土地 種  類 器  種
法量 (mm

口径 1底径 | 器高

調    整

外  面 1内 面
胎  土 焼  成

色      調

外  面 1 内 面
備考

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

第19図
180

181

182

183

184

185

186

第20図
187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

第24図
210

211

212

213

214

215

SA 03

SA 03

SA 03

SA 03

SA 03

SA 03

SA 03

SA-03

SA-03

SA-03

SA-03

SA-03

SA 03

SA 03

SA 03

SA-03

SK-01

SK-01

SK‐ 01

SK-01

SK-01

SK-01

SK-01

SA-01の 南

SA 01の 南

Ⅳa層

Ⅳa層

SA 01の 南

Ⅲa層

SA-01の 南

SA-01の 南

SA-01の 南

SA-01の 南

SA 01の 南

Ⅳa層

Ⅳal層

SK-37

Ⅳa層

SA～01の南

SK-07 08

Ⅳa層

Ⅳa層

排土

SK ll

SK-03～ 06

SK ll

SK 13

SK ll

SK 13

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

上師器

土師器

上師器

土師器

上師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

L會頭摂4=ヒ名

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

鉢

鉢

鉢

鉢

高杯

高杯

高杯

高イ

高tFN

高年

高年

高杯

高杯

高TTh

高杯

杯蓋

奏

養

甕

手捏ね

奏

養

養

菱

甕

甕

箋

甕

箋

甕

養

養

菱

壺

壺

甕

甕

壺 ?

高杯

lTN

鉢 ?

高杯

焙烙

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

156

149

139

141

132

247

246

221

56

238

272

251

135

204

197

126

183

201

145

177

40

69

77

67

52

49

78

63

47

66

44

46

177

339

313

56

(52)

137

ミガキ

ミガキ

エ具ナデ～ナデ

粗ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ハケ

ミガキ

エ具ナデ

ミガキ

ミガキ

ヘラ削り～ナデ

ナデー板ナデ

粗工具ナデ

ミガキ

ナデ

粗ナデ～
粗工具ナデ

ナデーハケ

ハケ～工具ナデ

ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ハケ

ナデ

ナデ

粗工具ナデ

ナデ

ナデ

ミガキ

ナデ

ナデ

丁寧ミガキ

ナデ

ナデ

ナデ～ケズリ

ナデ

ナデ

ナデ

粗工具ナデ

エ具ナデ

ミガキ

ナデ

ミガキ

ミガキ

ハケ

ナデ

粗ミガキ

ナデ

ミガキ

粗工具ナデ

粗ミガキ

ハケ～ナデ

ナデ

ミガキ
陣部:純慣ナデ

ハケ
脚部 :粗ナデ

ミガキ～ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

板ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ハケ、ナデ

ナデ～
工具ナデ

粗ナデ

ナデ

ナデ

ナデーミガキ

ナデ

ハケ

ナデ

ナデ

エ具ナデ

ナデ

板ナデ

ナデ

ナデ

ハケ～ナデ

ミガキ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

条痕

工具ナデ～
ミガキ

エ具ナデ

エ具ナデ

ニ具ナデ

良

良

細砂やや多い

良

微砂少量

微砂少量

微細砂やや多い

粗細砂微量

微細砂微量

微細砂少量

微砂少量

微砂少量

微砂多量

微砂少量

微砂少量

微細砂少量

微細砂少量

微砂少量

微細砂やや多い

良

微砂少量

微細砂少量

微砂少量

微細砂やや多い

微砂多量

微砂やや多い

微細砂多量

粗細砂少量

微砂少量

微砂多量、
茶褐色壮少量
微砂少量、
赤褐色粒少量
微砂少量、
茶褐色粒少量

微細砂やや多い

細砂少量

微砂やや多い

良

微砂多量

貞

良

良

微細砂多量

粗砂少量

良

微砂少量

細砂少量

微細砂、
石英少量

微細砂微量

微砂やや多い

微細砂、
儀 開 石 み 魯

あまい

ややあまい

ややあまい

あまい

ややあまい

あまい

良

ややあまい

良

あまい

あまい

ややあまい

ややあまい

ややあまい

ややあまい

良

ややあまい

良

良

良

貞

良

ややあまい

良

ややあまい

ややあまい

ややあまい

良

良

良

良

良

良

良

ややあまい

良

ややあまい

ややあまい

ややあまい

ややあまい

良

堅緻

ややあまい

良

良

良

良

良

良

丹

淡赤褐～黒褐(底 )

黄褐

丹

丹

丹

丹

丹

丹

丹

丹

淡紫紅

淡黄褐～淡橙褐

丹

丹

灰～灰褐

淡黄～淡灰

淡責褐～灰褐

暗灰褐～淡灰褐

淡黄褐

淡黄仄～褐仄

淡黄褐～淡灰褐

淡責褐～淡灰褐

淡橙褐～掲

橙褐～橙黄

黄褐～淡茶灰

黄褐～淡橙黄

責掲～灰褐

黄褐

淡仄褐

褐～淡黄

淡橙黄

淡橙黄～淡灰黄

淡黄褐～淡灰褐

褐

淡黄～暗茶褐

暗茶褐～茶褐

淡黄褐

淡橙褐

淡黄褐～淡栓責

茶褐～褐

暗青灰

淡掲

褐一淡黄褐

淡黄掲

暗茶褐

淡橙褐～淡黄掲

淡黄灰～褐

淡黄褐

責褐

茶褐～淡黄褐

橙掲

淡橙黄～灰褐

淡灰褐～灰褐

淡灰黄一暗灰褐

灰褐～暗灰褐

淡灰褐～灰掲

淡灰～淡灰責

淡灰黄～淡橙黄

淡灰黄

褐灰～暗灰掲

淡灰～淡灰褐

淡黄褐一灰褐

暗灰～淡黒灰

灰～淡灰掲

淡橙黄～暗灰

淡黄褐～淡橙黄

淡黄褐～灰

淡黄褐

淡黄褐～淡灰褐

淡黄褐～淡灰褐

淡橙黄～灰褐

責褐～淡灰黄

橙褐～橙黄

黄褐

黄褐～淡橙黄

淡黄掲一暗灰褐

黄褐

淡灰褐

淡栓責

灰褐

淡黄～淡黒灰

淡褐

淡橙黄一淡黄

淡黄灰～淡灰

茶褐

淡橙褐

責褐～橙褐

淡黄掲～淡橙黄

橙黄

淡青灰

淡褐

茶褐～暗茶褐

淡黄掲

暗灰～淡茶褐

暗灰褐～
淡黄褐～暗褐

淡灰褐～橙黄

淡黄～淡桃黄

ヘラ切り

丹

丹
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表 5 出土遺物観察表 (5)土 器 (5)

出土地 種  類 器 種
法量 (mm)

口径 1底径 1器高

調    整

外  面 1内 面
胎   土 焼  成

色     調

外  面 1 内 面
備考

身与Z4嵯判

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

第25図
229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

247

248

249

250

第26図
251

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

SK ll

SK 13

SK 13

SK 12

SK 16

SK-13

SK ll

SK■ 7

SK 16

SK-17

SK-17

SK-17

SK 17

SK 17

SK 18,19,21
SZ-03

SK 25

SK-25

SK-25

SK 25

SK-25

SK-26

SK-26

SK-26

SK-26

SK 25

SK-26

SK 40

SK-40

SK-40

SK-40

SK-40

SK-40

SK-40

SK-40

SK-40

SK-40

SK-40

SK-40

SK-42

Ⅳa層

S K 56～ 57

SK 56～ 57

SK 56～ 57

SK 56～ 57

SK 56～ 57

SK 56～ 57

SK 56～ 57

SK 64～ 65

SK-58

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文上器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文上器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文上器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

粗製深鉢

台付皿

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深外

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

浅鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

314

170

68

88

56

72

52

39

ナデ

エ兵ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ミガキ

ミガキ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

I具ナデ～ヘラ

エ具ナデ

ナデ

エ具ナデ

粗工具ナデ

粗条痕

工具ナデ

粗工具ナデ

粗工臭ナデ

ナデ

ミガキ

ナデ

粗ミガキ

ミガキ

エ具ナデ～ナデ

ミガキ

ナデ

ミガキ

丁寧工具ナデ

エ具ナデ

ミガキ

エ具ナデ

丁寧工具ナデ

エ具ナデ

ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

エ具ナデ

ミガキ

ミガキ

ナデ

ミガキ

エ具ナデ

ミガキ

丁寧工具ナデ

ナデ

条痕

ナデ

ミガキ

エ具ナデ

丁寧工具すデ

ミガキ

4E工具ナデ

丁寧工具ナデ

ミガキ

ナデ

ナデ

丁寧ナデ

エ具ナデ

丁寧工具ナデ

ミガキ

ミガキ

粗工具ナデ

エ具ナデ

ミガキ

粗工具ナデ

粗条痕

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ナデ

粗ミガキ

ナデ

ミガキ

条痕～
工具ナデ

ミガキ

丁寧工具ナデ

ミガキ

ミガキ

丁寧ナデ

条痕～
工具ナデ

ミガキ

ミガキ

丁寧工具ナデ

ミガキ

ナデ

エ具ナデ

ミガキ

ミガキ

ミガキ～
粗ミガキ

ミガキ

エ兵ナデ

エ具ナデ

丁寧工具ナデ

条痕

粗工具ナデ

微砂微量

微砂少量

良

微砂少量

良

微細砂少畳

微細砂微量
黒色粒やや多い

微砂少量

微砂少量

金雲母微量
微砂多量

微砂やや多い

細砂多量

良

微砂少量

微細砂少量

細砂少量

細砂やや多い

微細砂少量

小礫やや多い

細砂多量

微砂少量

良

微砂微量

微細砂少量

細砂少量

良

微砂黒色粒少量

微細砂少量

良

粗細砂少量

微砂少量

微砂少量

微細砂微量

微砂少量
金雲母微量

細砂少量

微細砂微量

微砂少量

微砂少量

良

微砂多量

微砂、石英少量

微砂少量

微砂、
石英少量

微砂少量

粗細砂微量

微砂多量

微細砂やや多い

微砂やや多い

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

淡黄～淡灰

淡灰褐～淡黄褐

淡橙褐

淡灰掲

淡責褐～淡茶褐

暗灰～淡黄褐

淡橙黄～淡黄褐

淡灰褐～淡黄灰

淡茶褐～褐灰

橙褐～暗茶灰

淡黄

茶褐～茶灰

淡黄褐

茶掲

暗褐

淡灰掲～淡黄褐

淡責～淡灰掲

黄褐～褐

桃黄～淡黄

淡責～淡橙黄

淡黄掲～淡黄灰

暗茶掲

茶褐～暗灰掲

明黄褐

淡黄褐～茶褐

茶灰～淡灰黄

淡黄褐～淡桃黄

灰褐～淡灰褐

淡黄褐

淡橙黄

暗灰褐

暗灰褐～茶灰

褐灰

橙褐～黄褐

茶掲～茶灰

淡黄掲

淡黄褐

褐灰

淡黄～淡黄灰

褐灰～淡責灰

淡茶褐～茶褐

茶褐～茶灰

淡灰掲

暗茶掲～淡黒褐

淡責褐～淡橙責

暗灰褐～暗茶掲

掲～灰褐～暗黄褐

暗褐～暗褐灰

灰

灰～暗灰褐

灰褐～淡黒灰

淡黄褐

淡灰褐

淡黄灰～淡灰掲

灰褐

淡灰褐～淡茶掲

暗灰掲

橙褐

橙黄一橙掲

淡灰掲～淡灰黄

淡黄掲～淡橙掲

淡黄灰

灰褐一淡責褐

暗褐灰

褐～灰褐

淡黄～淡黄褐

責褐～褐

淡灰責～暗灰

淡責～淡栓黄

淡黄褐～淡黄灰

暗茶掲～暗茶灰

仄褐～淡茶褐

淡黄～淡灰黄

暗灰～淡黒褐

灰褐～暗灰褐

淡黄褐～淡桃黄

褐灰～淡灰褐

淡灰責

淡灰～淡褐

淡灰褐～淡黄

暗灰褐

淡茶黄

淡黒灰

淡灰褐～淡茶褐

淡責

淡橙褐～淡黄褐

暗灰

淡灰褐

灰～淡黄掲

茶仄～茶褐

暗茶褐

暗茶灰～暗茶褐

茶褐～嗜茶掲

淡灰責～灰褐

暗黄掲～暗灰掲

橙褐一暗褐灰

暗責褐～暗灰

暗灰
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表6 出土遺物観察表 (6) 土器 (6)

出土 地 種  類 器  種
法量(mm)

口径 1底径 1器高

調    整

外  面 1 内 面
胎   土 焼 成

色    調

外  面 1 内 面
備考

269

270

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

283

284

285

286

287

第28図
288

289

290

291

292

298

294

295

296

297

298

299

300

801

302

303

翔２６５
２６６
鞠２６７
２６８

鞠
３０４
３０５

３０６

３０７

３０８

３０９

鈍

３‐‐

３．２

３．３

SK 56～ 57

SK-64～ 65

Ⅳa層

皿a層

Ⅱ～ 皿a層

I層

Ⅳa層

SA 01の
南 Ⅳ '層

Ⅳa層

SK 17の 東

Ⅳa層

Ⅳa層

SK-17の周辺

Ⅳa層

SK-17の 東

Ⅳa層

SA-03の 南

Ⅳa'層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳ'層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

I層

SD-04

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

SD ll

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅱ～ Ⅱa層

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅳa2層

Ⅳa層

SK-12周 辺
Ⅳ a2層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文上器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

浅鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
３６４
　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
３８３

　

・　
　
・　
　
・　
　
・　
　
・　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一

ミガキ

粗工具ナデ

ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

条痕

工具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

条痕

条痕

ミガキ

エ具ナデ

ナデ

ミガキ

ヘラミガキ

ナデ

粗ミガキ

粗ミガキ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

エ具ナデ

粗工具ナデ～
丁寧工具ナデ

ナデ

エ具ナデ～
ミガキ

ミガキ

エ具ナデ

ナデ

ミガキ

粗工具ナデ

ミガキ

粗工具ナデ

ナデ

ナデ

粗ミガキ

ミガキ

I具ナデーナデ

ヘラ～ナデ

ナデ

エ具ナデ

ナデ

ナデ

粗ミガキ

粗ナデ

ミガキ

ミガキ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

条痕

工具ナデ

条痕

工具ナデ

ミガキ

ナデ

条痕

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ヘラミガキ

ミガキ

エ具ナデ

ミガキ

丁寧工具ナデ

エ具ナデ

丁寧工具ナデ

ナデ

エ具ナデ

丁寧工具ナデ

丁寧工具ナデ

丁寧工具ナデ

エ具ナデ～
ミガキ

ナデ

ミガキ

ナデ

エ具ナデ

丁寧ミガキ

エ具ナデ～
ナデ

ミガキ

粗ミガキ

条痕～
工具ナデ

ナデ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

エ具ナデ

ナデ

粗工具ナデ

丁寧ミガキ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

良

微細砂少量

微砂少量

微砂少量

微砂少量

微砂少量

微綱砂やや多い

鰹 毒縫

ゝ

微砂少量

金雲母微量

微砂多量

嫁
微細砂微量

微細砂少量

微砂少量

良

微砂少量

微砂、
石英やや多い

微砂やや多い

微砂やや多い

微砂やや多い

微砂少畳

微砂少量

微砂少量

微砂やや多い

微砂少量

角閃石微量

微砂やや多い

微砂少量

微砂多量

微砂少量

微砂多量

微細砂少量

微砂やや多い

微細砂少量

良

微細砂、
石英少量

微砂微量

良

微砂少量

微砂やや多い

微細砂少量

細砂少量

微砂少畳

良

微砂やや多い

微砂少量

微砂少量

微細砂、
石 車 や や 必 ぃ

良

良

良

良

良

ミ

良

良

良

良

貞

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

暗茶褐～茶褐

淡黄褐

嗜灰～灰掲

淡黒褐一暗灰

淡黒褐

淡責～淡仄黄

淡茶灰～淡灰褐

茶褐～灰掲

淡橙褐～淡灰掲

茶掲～暗褐灰

暗灰～淡灰

淡橙掲～褐灰

淡灰責

淡橙褐～淡茶灰

淡黄褐～褐

暗灰褐～淡茶黄

暗灰褐～淡黒灰

仄褐

淡灰～暗灰

暗灰褐

淡黄灰

灰～明褐

淡責褐

淡責灰～灰褐

淡褐

掲灰

淡桃褐

淡灰褐～淡黄灰

淡茶～淡灰黄

掲灰～淡黄灰

淡橙掲

褐灰～淡黄灰

褐灰

淡責～灰褐

淡黄褐～淡橙褐

暗茶掲

淡橙褐

淡灰褐

暗茶灰一暗黄褐

淡灰黄～淡灰褐

淡黄～淡灰

淡黄褐～褐灰

褐仄～暗灰褐

淡褐

淡茶褐

灰褐

淡灰黄

暗灰～暗褐

茶掲～淡橙黄

暗茶褐～茶褐

灰褐～淡黄褐

淡茶灰～灰褐

灰褐

灰褐～暗灰

淡責～淡灰責

淡茶～茶褐

淡黄～淡栓責

橙掲

橙褐

淡橙褐

淡橙褐～淡黄褐

淡責灰

淡黄灰～灰褐

暗灰褐

淡茶灰～暗仄褐

灰褐～淡茶褐

褐灰～淡茶灰

暗茶掲～暗灰褐

暗茶灰～褐

淡黄～淡茶掲

淡灰掲一褐灰

褐灰

仄褐～暗茶褐

暗茶灰

淡灰褐～暗褐灰

掲灰

灰～灰褐

暗灰～淡灰褐

灰～淡黄褐

淡橙黄～仄掲

灰～淡責褐

灰褐

淡灰褐

淡黄灰

暗灰褐

淡黒灰～暗灰褐

淡黄掲～淡灰褐

暗茶灰～淡灰褐

灰褐

淡黄褐～淡灰褐

暗茶掲～淡黄灰

淡灰褐～褐灰

淡黄～淡灰黄

暗褐灰

淡責掲～灰

淡掲

淡灰褐～掲灰

淡褐灰～淡黄灰
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表 7 出土遺物観察表 (7)土 器 (7)

No 出土地 種 類 器 種
法量(mm

口径 1底径 | 器高 外  面 1内 面

整調
胎   土 焼  成

色     調

外  面 1 内 面
備 考

抑３‐４　３‐５　３．６　３‐７　３‐８　８‐９　３２０　３２‐　３２２　３２３　３２４　３２５一郷３２６
３２７　３２８　８２９　３３０　３３‐　３３２　３３３　３８４　３３５　８８６　３３７　３３８　３３９　３４０　３４．　３４２　３４３　３４４　８４５　３４６347
第31図
348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

36ユ

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳ'層

Ⅱ～皿a層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳ'層

Ⅳa層

Ⅳa層

SK-17の 周辺

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳal層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅲa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

排上

Ⅳ層

Ⅲa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

排土

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅲa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅲa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳal層

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

台付皿 ?

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

台付鉢

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一　

　

３５〇

　

　

一
　

　

一　

　

２５６

　

２‐７

　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一

一

一

一

　

一

一

　

一

一

　

一

一

　

一

一

　

一

一

　

一

一

一

一

　

一

一

一

一

一

一

９８

一

一

一

一

４９

５８

８３

９９

７２

７２

５２

６２

７２

５８

５‐

５９

６０

７９

５０

６９

６．

６３

８８

一

ナデ

ミガキ

エ具ナデ

ナデ

ミガキ

丁寧工具ナデ

ミガキ

粗ミガキ

エ具ナデ

粗工具ナデ
～ミガキ

粗ミガキ

粗ミガキ

ミガキ

ミガキ

丁寧ミガキ

ミガキ

ミガキ

エ具ナデ

ミガキ

ナデ

粗工臭ナデ

粗工具ナデ

ミガキ

体 :条痕
底 :工具ナデ
体 :条痕

底 :工具ナデ

細布痕

工具ナデ

エ具ナデ

体 :粗 ミガキ
底 :粗工具ナデ

粗工具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

粗工兵ナデ

体 :ミ ガキ
底 :工具ナデ

ミガキ

エ具ナデ

エ兵ナデ

ミガキ

ミガキ

エ具ナデ

粗ミガキ～
工具ナデ

エ具ナデ

体 :ミ ガキ
底 :工具ナデ

粗工具ナデ

体 :粗工具ナデ
底 :条痕

ナデ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

エ具ナデ

ミガキ

エ具ナデ

ミガキ

粗 ミガキ

エ具ナデ

丁寧ナデ
～ミガキ

ミガキ

ミガキ～
工具ナデ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

エ具ナデ

ミガキ

粗条痕

ミガキ

エ具ナデ～
条痕

工具ナデ

ミガキ

ミガキ

条痕

条痕

工具ナデ

丁寧ナデ

エ具ナデ

ナデ

エ具ナデ

丁寧ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

粗工具ナデ

五具ナデ～
ナデ

エ具ナデ

ナデ

エ具ナデ

ミガキ

ミガキ

ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

エ具ナデ

ナデ

良

微砂微量

微砂やや多い

微砂少量

微砂やや多い

微砂少量

微細砂やや多い

微砂少量

良

細砂少量

微細砂多量

微砂やや多い

微砂やや多い

微細砂少量

微砂、
石英やや多い

微細砂やや多い

微細砂微量

微砂やや多い

微細砂微量

微細砂少量

微細砂少量

微砂多量

微細砂少量

微砂少量

微砂少量

徴細砂やや多い

微細砂微量

微砂少量

石幾 多い
微砂多量

微砂、石英少量

微砂黒色粒少量

微細砂少量

微細砂少量

微砂少量

微細砂少量

微砂微量

石緞 多い

微砂少量

微砂やや多い

微細砂、
角閃石少量

微細砂少量

微砂少量

微細砂少量

微砂少量

粗細砂少量

微細砂少量

微砂少量、
里任締やや分ぃ

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

貞

良

貞

良

良

良

良

良

良

良

良

良

ややあまい

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

ややあまい

良

淡橙灰～灰褐

淡黄褐

淡黄褐～淡灰褐

掲～淡黄褐

淡黄灰～灰

暗茶褐

茶褐～褐灰

暗褐灰～浜黄褐

灰褐～褐

暗茶灰

褐～茶灰

淡灰掲～暗灰褐

暗灰褐

灰褐～暗灰褐

淡茶褐～茶褐

暗掲灰～茶褐

淡茶灰～灰

暗茶褐～暗褐

暗灰～暗灰褐

暗褐

暗褐

淡灰～暗灰

茶褐～淡茶褐

淡黄褐～褐

淡橙黄～淡黄褐

淡黄灰～淡黄褐

淡橙褐～茶掲

淡黄褐

茶褐～淡褐

淡黄褐

褐～淡責褐

淡黄褐

淡灰褐

淡橙褐

褐～淡黄褐

褐、淡黄褐

淡責褐、褐

褐～灰褐

淡黄灰

淡黄～淡黄掲

淡橙黄～淡黄

淡黄～淡灰

灰褐～淡灰

淡責褐～淡橙黄

暗掲、暗灰褐

淡灰褐～淡黄褐

淡責褐

淡茶褐～淡黄褐

灰褐～茶褐

黒褐

淡責褐～灰褐

灰褐

灰褐～淡灰褐

淡責灰～灰褐

明茶褐～灰褐

仄褐～淡黄灰

黄褐～淡橙褐

淡灰褐

褐灰～褐

淡茶灰～灰褐

暗茶灰～暗茶褐

仄褐～淡黒褐

淡橙茶

暗褐灰～茶仄

淡灰黄

褐灰～淡茶褐

暗掲～灰褐

褐～暗茶褐

褐

淡黒灰～淡灰褐

暗茶褐～淡橙黄

淡黄褐～淡灰褐

淡黄灰～淡責褐

淡責～淡灰

淡黒褐～暗茶禍

灰～暗灰

暗褐灰

灰褐～灰

淡灰褐

暗茶灰～淡黄褐

淡灰褐～淡橙禍

淡灰褐～暗灰

暗灰褐～灰

淡灰責

暗茶灰～淡灰黄

暗褐灰

暗灰

暗灰一灰

淡灰責～灰

灰～灰褐

責褐～淡灰責

淡灰黄

淡茶灰～灰掲

淡黄褐～淡褐灰

橙褐～淡灰褐

淡茶褐～淡黄褐

網代底
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表 8 出土遺物観察表 (8) 石器・石製品

出 土 地 器  種
イ去i

長さ

(mm)

幅 1厚 さ
姿
ｇ

石   材

第 10図
37

38

39

第13図
114

第17図
170

176

177

178

179

翻

３６２

３６３

８６４

８６５

３６６

３６７

３６８

３６９

３７０

３７‐

８７２

３７３

３７４

３７５

３７６

８７７

３７８

８７９

８０

８．

８２

８３

８４

８５

８６

８７

８８

３８９

８９０

３９‐

３９２

３９３

３９４

３９５

３９６

８９７

３９８

SA 01

SA-01

SA-01

SA-02

SA-03

SA-03

SA-03

SA-03

SA 03

Ⅳa層

I～ Ⅲa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳ al層

Ⅳ'層

Ⅳa層

I区

Ⅳa層

Ⅱ～Ⅲ層

Ⅲa層

Ⅲa層

SK■ 8

Ⅳa層

Ⅳal層

SK-01

SK 40

SK 12

SK-26

肛a層

SK 17

SD-08

Ⅳ'層

Ⅱ層

I～ 皿層

Ⅳa層

Ⅱ層

SA-02の
封ヒⅣa層

I層

SD～ 04

1層

Ⅱ層

皿a層

SD ll

皿a層

Ⅳa層

SD 13

管玉

石鏃未製品

石鏃

石鏃未製品

砥石

石鏃

石鏃

石鏃

石匙

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃未製品

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃未製品

石鏃

石鏃未製品

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃未製品

石鏃未製品

石鏃

石鏃

16

28

15

25

190

(23)

19

(14)

(15)

19

21

18

16

18

16

15

17

(13)

17

19

19

18

17

19

25

24

17

25

24

(15)

21

(17)

(19)

(22)

(21)

22

26

(19)

(17)

(12)

23

(16)

(23)

(22)

(18)

(15)

径7

25

11

(18)

73

19

(11)

18

(26)

18

15

13

18

12

10

8

16

18

18

(16)

16

18

(15)

(14)

15

14

16

(16)

14

(16)

(13)

(15)

(17)

23

(18)

(17)

(15)

16

16

17

15

(19)

18

18

(16)

10

1州 雀
2～ 3

7

5

4

2

10

4

4

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

6

5

4

5

4

6

4

2

8

3

5

3

3

１

５

一

２

一

１

１

１

４

１

一

　

一

　

一

１

一

　

一

　

一

一

１

一

１

１

一

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

３

２

２

１

１

１

１

２

１

２

２

１

一

連玉

チャート

黒曜石

チャート

砂岩

黒曜石

黒曜石

チャー ト

安山岩

黒曜石

チャー ト

黒曜石

安山者

チャート

黒曜石

チャート

チャー ト

安山岩

チャート

チャート

チャート

チャート

黒曜石

黒曜石

チャート

チャート

黒曜石

黒曜石

チャート

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

玉髄

チャート

黒曜石

チャート

黒曜石

買岩

チャート

黒IIg石

黒曜石

出 土 地 器 種
法 :

長 さ

(mm)

幅 1厚 さ

重 さ
g 石  材

399

400

401

402

403

第33図
404

405

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

416

417

418

419

420

421

422

423

424

第34図
425

426

427

428

429

430

431

432

433

434

第35図
435

436

437

438

439

440

441

442

443

444

Ⅱ層

Ⅲa層

Ⅲa層

Ⅳ'層

SK 18

SD ll

SK 42

Ⅳa層

Ⅳ'層

SZ-03

Ⅳa層

I層

Ⅳa層

SK-26

SZ-04

Ⅳa層

Ⅱ層

Ⅱ層

SK-25

SK-25

Ⅳa層

SA 01の 南

SK-17

Ⅳ層

Ⅳa層

Ⅳa層

SK 12

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

SK-11

Ⅳa層

Ⅳa層

Ⅳa層

SK-25

Ⅳa層

Ⅳa層

SK 18、 19、 21
S2-03

SK-25

SK 40

SK-25

SK 13

Ⅳa層

SK■ 7

石鏃未製品

石鏃未製品

石鏃

石鏃未製品

石鏃

石鏃未製品

石鏃未製品

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

異形石鏃
未製品

石錐

石錐

石錐

石錐

石匙

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー?

スクレイパー

スクレイパー

敲き石

投弾

石錘

石錘

磨石

磨石

磨石

磨石

磨石

石斧転用磨石

磨石

磨石

磨石 散き石

磨石

磨石

円形打製石器

円形打製石器

円形打製石器

円形打製石器

円形打製石器

器面調整具

石斧

石皿

石皿

30

34

33

29

(10)

15

18

(17)

(19)

(18)

(13)

31

29

19

20

20

40

30

26

17

33

70

56

39

28

27

115

123

94

(53)

(65)

91

134

(52)

(70)

(74)

98

(51)

101

99

100

(45)

136

129

(436)

(255)

20

17

(15)

23

(10)

14

18

(16)

20

19

(12)

30

22

15

15

6

23

23

32

(23)

45

(37)

51

27

34

32

(85)

90

70

(69)

90

63

104

(96)

101

100

90

(97)

100

105

99

(98)

14

61

320

(253)

9

9

5

7

(2)

3

7

3

3

4

3

6

10

3

2

2

10

8

7

3

6

10

44

24

9

7

78

41

41

44

51

43

48

38

53

55

54

38

14

11

18

10

10

27

88

85

４

４

２

４

一

一

２

１

１

１

一

Ю

６

１

１

一

７

７

４

２

Ｈ

２５

‐９８

２８

‐４

Ю

一

７７０

５‐５

２４６

４２２

３６６

一

２７４

６０５

６５０

７３５

２７４

２２０

‐７６

２６４

５０

３５

２７８

・

・

チャー ト

チャート

チャー ト

チャート

黒曜石

チャート

チャート

黒曜石

黒曜石

黒曜石

チャー ト

緑色片岩

チャー ト

玉髄

頁岩

チャー ト

頁岩

チャー ト

黒曜石

黒曜石

黒曜石

チャー ト

石英

溶結凝灰岩

緑色片岩 ?

緑色片岩

溶結凝仄岩

砂岩

溶結凝灰岩

溶結凝灰岩

溶結凝灰岩

砂岩

砂岩

溶結粗組粒
砂岩

砂岩

溶結粗細粒
砂岩

溶結凝灰 岩

溶結粗細粒
砂岩 ?

溶結凝灰 岩

溶結粗細 粒
砂岩

砂岩

溶結凝灰 岩

硬砂者

砂岩

溶結凝灰 岩

溶結凝反 岩
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表9 出土遺物観察表 (9)特殊遺物・土製品

出 土 地 種 類 器 種
法量 (mm)

径  1厚 さ

調   整

外 面 1内 面
胎  土 焼  成

色   調

外 面 1内 面
備   考

第10俊狙
36

第13図
113

第17図
171

172

173

174

‐７５
麹２０７
２０８　２０９

SA 01

SA 02

SA 03

SA-03

SA-03

SA 03

SA 03

Ⅳa層

Ⅳ層

Ⅳa層

鉱物

ガラス製品

土製品

鉱物

鉱物

ガラス製品

ガラス製品

古瓦

土製品

土製品

朱玉

小玉

円盤

朱玉

朱玉

小玉

小玉

九瓦

紡錘車

円盤

４　４５報幅‥鵡隠
軒　部　・　３９　４３

長さ
幅

6

5

10

5

5

81

24

9

7

工具ナデ

凸 :ハケ

エ具ナデ

エ具ナデ

工具ナデー
ナデ

凹 :布痕

工具ナデ

浅い条痕

微砂少量

鞘
、

良

微砂多量

ややあまい

良
(軟陶質土)

良

良

朱

淡青

淡橙褐～
茶褐

暗赤掲

暗赤褐

オリーブ

オリープ

凸 :淡灰～
淡黄

淡栓褐

淡責褐

淡黄褐

凹 :淡灰～
灰

淡灰～灰

淡橙褐

土師器TTN転 用

第 6節 まとめ

調査区は、内丸遺跡の中の極 く一部にすぎないが、縄文時代前期には何 らかの痕跡が認められる。

後期後半には半定住化 し、貯蔵穴 も有する。大型の舟型土坑は 6基検出したが、SK llと 42、 S

K-26と 31・ 40。 58は 各々同一方向の主軸を持つことから、ほぼ同時期の遺構 と思われる。ただ、

いずれの土坑も遺物が少なく、被熱痕や焼土も無いことから、機能に結びつ く根拠に欠ける。推定

の域を出ないが、相当量の有機物が廃棄された土坑だったのではないかと想定される。

晩期末から古墳時代前期までは居住の痕跡が無い。 5世紀末から6世紀初頭には、竪穴住居が構

築される。主軸も規模も異なる 3棟であるが、時期差は殆ど無い。

古墳時代後期から奈良時代にかけては断絶する。

9世紀後半、若干の生活痕があるが、中世前半まで再度断絶する。

中世後半、水路を構築し、一部耕地化する。

近世後半以降、水路を構築し、前面が耕地化、現在に至る。
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第 4章 弁財天遺跡



第 4章 弁財天遺跡

第 1節 はじめに

弁財天遺跡は、えびの市大字西長江浦字弁財天に位置した、標高251m前後の谷部にある。背後

の谷頭には豊富な湧水があり、田畑を潤している。調査区は便宜的に I～ Ⅲ区に分け、Ⅱ区の調査

終了後に工事用道路建設地として一部明け渡したため、航空写真では北西隅が久けている。

I区の南中央には性空上人堂がある。北東の畑地には「茶屋敷」という俗称があり、個人的基盤

整備の際に直径60cm前後の整然と並ぶ柱穴や直径30cm前後の柱根も遺存していたらしい。

事前の試掘調査では遺構の密度は低いと推定されたが、Ⅲ区においては無数の柱穴を検出し、深

さlmに達する柱穴も多く、掘 り込みにも時間を費やした。

第 2節 基本的層序

層序は内丸遺跡に準ずるが、Ⅳa層 (遺構面を形成するアカホヤ火山灰 2次堆積層)は厚さ70cm

内外を測るが、無遺物層である。Ⅳb層 は黄褐色の粘質土、V層 は淡黄白色の粘質上で、以下は谷

の埋積土である。

存4

N

熟 ゝ

第 1図 弁財天遺跡 地区割図 (1:2,500)
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第 3節 古代～中世の調査

古代においては建物等の明確な遺構は無いが、旧谷 (SX-01)の覆土から遺物が出土 している。

SX-01(第 4図 )

I区中央に谷頭があり、東側を覆っている。上層は灰色系の粘質土で埋められており、近世末～

近代の水田化に伴う客土と思われる。中層は灰褐色～淡黒灰色を主とする土層で、古代～中世の遺

物を含んでいる。西側中央部では、 9～ 10世紀の土師器が集中して検出された (第 27図 -57～ 第30

図 155)。 最下層は砂礫層でやや摩滅した縄文土器が出土している (第 26図 -4～ 15)。 当該期の遺

構は無 く、北～束の高位面からの流れ込みと思われる。中層には青花も包蔵しており、集落廃絶後

に埋没が始まったことを示す。

谷頭寄りの底面には、長径 lm、 短径80cm・ 深さ50cmの上坑があり (SK-37)、 その南西肩部に

は30～ 40cm大の礫 3個が、北西肩部には10～ 25cm大 の礫が 3個置かれている。底面からは適度な水

が湧き出すことから、水汲み用の穴と足場ではないかと推定される。

南側中央部と南西隅では底面に無数の杭跡がみられ (第 5。 6図 )、 機能は不明であるが逆茂木

が構築されていたようである。

遺構の殆どは中世であり柱穴は1800基あまり検出したが、特にⅢ区においては密集している為に

復元が困難であるものの掘立柱建物跡30棟のほか、竪穴状遺構・土坑・土城墓が混在する。

SB-01(第 9図 )

梁行 2間 (4.Om)、 桁行 3間 (6.0～ 6。 lm)の東西方向の建物跡である。柱穴の規模は、直径35

～53cm、 深さ24～ 60cmを 測る。主軸方位はEl° Nである。

SB-02(第 9図 )

梁行 1間 (1.9m)、 桁行 2間 (4.Om)の建物の可能性がある。柱穴の規模は、直径26～ 37cm、

深さ32～ 50cmを測る。主軸方位はN32°Wである。

SB-03(第 9図 )

梁行 1間 (2.0～ 2.8m)、 桁行 2間 (3.85～ 4.lm)の南北方向の建物である。柱穴の規模は、直

径30～ 50cm、 深さ32～ 42cmを測る。主軸方位は、N3° Eである。

SB…04(第 9図 )

調査区内で唯―の、方 2間の総柱建物である。梁行 (東西)2間 (3。 92～ 4.04m)、 桁行 (南北)

2間 (4.10m)で 、柱穴の規模は、直径33～ 40cm、 深さ40～ 72cmを測 り、中心の柱穴が最大である。

―- 52 -―
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H=250.40M

H=280.40M

Ⅱa:灰色砂質土
bl i淡灰色～灰色砂質土
b2:灰褐色微砂質土
b3:灰褐色微砂質土
c :淡灰色砂質土

0        1       2m

ld:la+lb層
e:灰色十暗灰色上十Ⅳa層

la:淡黒灰色土■Ⅲb

b:暗灰色土
c:暗灰色～灰褐色土

2a:淡茶灰色～灰色微砂質土
b:淡灰褐色 (混Ⅳ層ブロツク)

3a:暗灰色～淡黒灰色粘質土 (混粗細砂)

b:灰色砂礫+暗灰色粘質土

淡黄灰色～淡灰色微細砂

5a:暗灰色土
b:淡黄灰色土

6a:淡黒灰色土 (粘質)

b:灰～暗灰色粘質土
:灰色粘質土
:淡黒灰色粘質土
:灰色上十淡黄灰色微砂質土

4:灰色砂礫十暗灰色粘質土 (礫が多い)

H〓250.OM

第 4図 SX-01 層序・断面図

H=250,OM
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主軸方位は、Nである。

SB-05(第 10図 )

梁行 1間 (2.44m)、

桁行 2間 (4。 30m)の東

西方向の建物である。

柱穴の規模は、直径30

～38cm、 深さ30～ 56cmを

測る。主軸方位はN2°

Eである。

SB-06(第 10図 )

梁行 2間 (4.84m)、

桁行 1間 (1.95～ 2.04m)

以上の南北方向の建物で

ある。柱穴の規模は、直

径24～ 30cm、 深 さ30～

42cmを測る。主軸方位は、

Nll° Sである。

9:灰色～淡青灰色混砂粘質土
他は第 図参照

|

０
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌｍ

ｒ
＝

＝

＝

――

卜

Ｈ

出

Ｈ

Ｈ

Ｌ

第 5図  I区 西中央部 逆茂木遺構 実測図

SB-07(第 10図 )

梁行 2間 (4.03m)、 桁行 2間 (3。 92m)以上の南北方位の建物である。柱穴の規模は、直径32

～55cm、 深さ44～ 95cmを測る。主軸方位は、N2° Eである。

SB-08(第 10図 )

梁行 2問 (4.0～ 4,08m)、 桁行 3間 (5。 0～ 5.06m)の 東西方向の建物を推定したが、桁の間隔

が狭いので、疑間が残る。柱穴の規模は、直径38～ 56cm、 深さ31～ 64cmを測る。主軸方位は、El°

Nである。

SB-09(第 11図 )

梁行 2間 (4.48m)、 桁行 4間 (7.90m)の南北方向の建物である。柱穴の規模は、直径25～ 52cm、

深さ24～ 97cmを測る。主軸方位は、Nl° Eである。

SB-10(第 11図 )

ｑ
ｌ
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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⑦

SK-1

SK-17

C SK弔
①

＼

A′

第 7図

A    /

遺構分布図

＼

Ⅱ区

B                                  B′

0           1          2m

第 8図  SD-02 断面層序図

梁行 2間 (4.80～ 5.08m)、 桁行 4間 (7.95～ 8。 Om)の南北方位の建物である。柱穴の規模は、

直径29～ 48cm、 深さ18～ 95cmを測る。主軸方位は、N2° Eである。

(畦畔、暗灰色土)

―

H=250,40�I

1 :淡茶灰色土
2 :灰色十淡責灰色微砂質土

3a:暗灰色～灰色土

b:灰色土
cl:暗灰責色土
c2:淡灰色～灰色土

4a:黄灰色十暗灰色砂質土
b:灰色～暗灰色土 (混Ⅳ層プロツク)

c :淡灰色粘質土

5 :暗黄灰色砂質土

6a:淡灰色十淡灰褐色土

b:淡灰色～灰色土

一- 61 -―
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第10図  SB 05～ 08 遺構実測図
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第11図  SB-09。 lo 遺構実測図

―- 64 -―



SB-11(第 12図 )

梁行 1間 (1.76m)、 桁行 2間 (3.44m)の建物の可能性がある。柱穴の規模は、直径35～ 47cm、

深さ29～ 77cmを測る。主軸方位は、N20° Wである。北面の柱穴 2個が他と比べて小さいことや、

同一の主軸方位の建物が無いことを勘案すると、復元は否定されるかもしれない。

饂■

郵
―

一

4n H=250.60M

S

°
錐篭

第12図  SB― ll～ 13 遺構図実測図
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SB-16

SB-12(第 12図 )

梁行 2間 (4.2m)、 桁行 2間

(3.84～ 4.48m)以上の南北方

向の建物である。柱穴の規模は、

直径28～ 48cm、 深さ49～ 97cmを

測る。主軸方向は、N2° Wで

ある。

SB-13(第 12図 )

梁行 2間 (3,98～ 4.08m)、

桁行 4間 (6.52～ 6。 8m)の南

北方向の建物である。柱穴の規

模は、直径25～ 47cm、 深さ26～

80cmを 測る。主軸方位は、Nl°

Eである。

SB-14(第 13図 )

梁行 2間 (3.94m)、 桁行 3

間 (6.66～ 6。 80m)の南北方向

の建物である。柱穴の規模は、

直径27～ 52cm、 深さ38～ 96cmを

測る。主軸方位は、Nである。

SB-15(第 13図 )

梁行 2間 (4。 46m)、 桁行 4

間 (7.96m)の東西方向の建物

である。柱穴の規模は、直径28

～47cm、 深さ20～64cmを沢Jる 。

主軸方位は、E8° Nである。

SB-16(第 14図 )

梁行 2間 (4.Om)、 桁行 3間

(5。 86m)の南北方向の建物で、

柱穴の規模は、直径30～ 56cm、 第14図  SB-16。 17 遺構実測図

鴫 ⑧

解
む7く

ぐ

◎④勝
③

||

◎ ⑤

魅  
⑥

＝
――
く
ど
―

　
◎

◎

③

⑫

毅

―- 67 -一



鉄
W警

輔繋
働③亀

ゴ選 票 嚢 禿

①

l最グ②雲Φ⑤
)

ヽ ③

◎④0

ぎ乳≦1士g匙占
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深さ53～ 109cmを 測る。主軸方位は、N3° Eである。

SB-17(第 14図 )

梁行 2間 (4.16～ 4.22m)、 桁行 3間 (5。 30m)の南北方向の建物である。柱穴の規模は、直径32

SB-25

0

1

2

3

4m

第17図  SB-23～ 25 遺構実測図
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～43cm、 深 さ41～ 80cmを測る。主軸方位は、Nl° Eである。

SB-18(第 15図 )

梁行 2間 (3.76m)、 桁行 2間 (4.90m)の東西方向の建物である。柱穴の規模は、直径32～ 48cm、

深さ65～ 93cmを 測る。主軸方位は、E2° Nである。

SB-19(第 15図 )

梁行 2間 (3.94～4.Om)、 桁行 3間 (5,70～ 5,88m)の東西方向の建物である。柱穴の規模は、

直径36～ 51cm、 深さ52～ 90cmを測る。主軸方位は、 E9° Nである。

SB-20(第 15図 )

梁行 2間 (4.Om)、 桁行 3間 (5。 90～ 6.Om)

～50cm、 深さ60～ 95cmを測る。主軸方位は、E

の東西方向の建物である。柱穴の規模は、直径26

5° Nである。

SB-21(第 16図 )

梁行 2間 (2.28～2.56m)、 桁行 3間 (6.0～ 6.16m)の東西方向の建物である。柱穴の規模は、

∈―引⑦―

第18図  SB-26～ 30 分布状態

―- 71 -一
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第19図  SB-26～30 遺構実測図
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直径30～ 4 8cm、 深さは46～ 100cmを測る。主軸方位は、E9° Nである。

SB…22(第 16図 )

梁行 2間 (2.30m)、 桁行 4間 (8.0～ 8。 13m)

～64cm、 深さ42～ 100cmを測る。主軸方位はE7

の東西方向の建物である。柱穴の規模は、直径31

°
Nである。

SB-23(第 17図 )

梁行 1間 (2.80～ 2.92m)、 桁行 2間 (3。 98～ 4.04m)の南北方向の建物である。柱穴の規模は、

直径28～ 44cm、 深さ44～ 86cmを測る。主軸方位は、N2° Wである。

SB-24(第 17図 )

梁行 1間 (2.0～ 2.06m)、 桁行 2間 (3。 92～ 4.08m)の 南北方向の建物である。柱穴の規模は、

直径24～ 44cm、 深さ48～ 64cmを測る。主軸方位は、N6° Wである。

SB-25(第 17図 )

梁行 2間 (4.06m)、 桁行 3間 (6m前後)の東西方向の建物である。柱穴の規模は、直径37～ 45cm、

深さ60～ 84cmを測る。主軸方位は、E8° Nである。

SB-26～ 30(第 18図 )

Ⅱ区の北西部において検出した建物で、 4度建て替えられ、徐々に規模が縮小 していく。

議
ノ
河
卜
Ｔ

SB-26(第 19図 )

梁行 2間 (3.96～ 4.Om)、

桁行 3間 (5.70m)の 東西

方向の建物である。柱穴の

規模は、直径48～ 67cm、 深

さ12～ 27cmを測る。直径に

対して、異常に浅い柱穴で

ある。主軸方位は、 E13°

Nである。

SB-27(第 19図 )

梁行 2間 (3.70～ 3.80m)、

桁行 3間 (5。 30m)の東西

方向の建物である。柱穴の

規模は、直径21～ 40cm、 深 第20図 SK-05 遺構実測図

H=250.20M

立50cm
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O° ⑥
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Q  判

SK-02

1:暗灰～淡黒灰色二十暗茶褐色微砂質土

0       1       2m

α:淡黒灰色土

β:淡黒灰色十暗灰褐色土
/:淡黒灰色土 (混Ⅳ層ブロック)

la:暗灰褐色～暗灰色土

b:暗灰褐色土

2a

b

黄褐色微砂質土

淡黄色～責褐色粘土

暗灰色土+Ⅳ a層 ブロック

Ⅳattb′ 層粗粒十暗灰色土

暗灰褐色土

3a:暗茶褐色～暗灰褐色土
b:3aと 同じ (混Ⅳ層粗粒)

c:暗灰色土
d:灰色～暗灰色土

4a:Ⅳ a層 +暗灰色土
も:淡黄灰色～淡茶灰色微砂質土
c:茶灰色土 (混 Ⅳa・ Ⅳ層ブロック)

d:茶灰色土
e:淡灰色粘質二十茶褐色微砂質土

SK-03

ド′ 淡灰白色粘上

第21図  SK-02・ 03 遺構実測図
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さ22～ 49cmを測る。主軸方位は、E10° Nである。

SB…28(第 19図 )

梁行 1間 (3.0～ 3.12m)、 桁行 3間 (5。 lm)の東西方向の建物である。柱穴の規模は、直径22

～30cm、 深さ10～ 30cmを測る。主軸方位は、E10° Nである。

SB-29(第 19図 )

梁行 2間 (3.58～ 3.70m)、 桁行 2間 (3.90m)の南北方向の建物である。柱穴の規模は、直径19

～36cm、 深さ10～ 32cmを測る。主軸方位は、N13°Wである。

19図 )

の

８０Ｍ

ｖ
ｖ
ｒ
　
　
　
ト

淡灰白色十茶褐色砂質上十淡灰色土

淡黄色～淡黄灰色微細砂質土

淡灰色微細砂質土 (粘質)

橙桃色焼上十白色粘土十灰色土

災+2a層

H=250.80ヽ 1

第22図  SK-04・ 25 遺構実測図
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梁行 2間 (3.32～ 3.50m)、 桁行 1間 (3.74～ 4.44m)の建物である。柱穴の規模は、直径22～ 29cm、

深さ13～ 38cmを測る。主軸方位は、N13°Wである。

その他の掘立柱建物跡

SB-09～ 14・ 16・ 17周辺は 2～ 4回の建て替えが行なわれ、 SB-22・ 23周辺は柱穴の過密によ

り、復元しえない建物跡が数10棟存在する。

土坑は、竪穴状遺構 1基 (SK-04)の ほか、長方形の浅 く大きいタイプ 1基 (SK-02)、 精円

形を呈し深 く大きいタイプ 1基 (SK-03)、 直径lm内外の円形タイプ (I区南東部～Ⅱ区北東～

第23図  SK-01 遺構実測図

南西部)数10基 (明 らかに土媛墓と断定さ

れるもの数基を含む)、 不整楕円形のタイ

プ (SK一〇l)、 さらには祭祀土坑 1基 (S

K-05)な どがある。

SK-05(第20図 )

Ⅲ区東南部、 SB-09,10の 南梁部付近

に位置し、長軸方向も同じである。

長径113cm、 短径50～ 62cmの 楕円形を呈

し最深部は66cmを測る。底面中央やや東寄

りは 1段 (4 cm)高 く掘 り残され、幅40cm・

奥行き23cmの範囲において、土師質土器の

H-250,6M

al淡黄色～暗灰褐

色土 (混Ⅳa層 )

b:淡灰色砂質土
c:灰色+暗灰色砂

質土 (混粗細砂)

1:暗仄色～暗灰褐色土 (混Ⅳ層粒)

0             50cm

50 cm

第24図  SK-06 遺構実測図

郭 6点 と小杯27点 を検出した。

杯 6点は 2列に並び、左奥 (北東端)の杯以外の

中には、焼け灰 (径 2 Hlm程度の植物質)が入り、中

央奥の杯の上には小杯 1点が灰の上に置いてあった。

小杯1点 と杯 6点 を除去すると、小杯26点が折 り

重なっていた。この小郭の中には、有機物は確認さ

れていない。

杯は、口径11.1～ 11.9cm、 底径6.0～ 6.9cm、 高さ3.6

～4。 3cm、 すべて糸切 り底であり (第 44図 )、 488以

外は極めて類似 した法量である。小郭は、口径5.8

～6.4cm、 底径2.8～ 3.7cm、 高さ2。 2～ 2.8cmと 、や

や不統一であるが、全て糸切 り底である。

小杯は、おそらく、地鎮祭での御神酒を飲んだ器

―- 76 -―

黄灰色～淡責灰色

粗細砂

l :灰褐色土

2a:灰褐色砂質土

b:暗灰褐色砂質土
c:Ⅳ d+2b層
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第25図  SK-07 遺構実測図

1:淡黒灰色土
α:淡黒褐色土 (柱枕)

2:淡黒灰～暗灰色土

で、使用後は段の上に投げ置いた様子が窺える。その後、杯 6点 を2列に並べ、御幣を燃やして建

築の無事を祈願したものと思われる。

SK-02(第 21図 )

Ⅲ区の西側、SD-01に南西端を切られた、長さ5,Om、 幅2。 4～ 2.6mの 略長方形を呈する。南半

部は深さ14cm前後で、北半部は 1段下が り22～25cmを測る。完掘後の状況は、2基の竪穴状遺構が

重複し各々 4隅 に柱穴がある状況であるが、検出時や断面層序での切 り合いは認められなかうた。

現時点では、拡幅による結果、長方形を呈していると判断したい。出土遺物は少ないが、土師質

土器の皿 (449)や青磁の碗 (498)な どから、15世紀中葉頃の遺構と考えられる。

SK-03(第 21図 )

長径3.2～ 3.3m、 短径 2mの楕円形を呈し、最深部は1.2mを 測る。断面観察から、掘 り直しを

確認し、ゆつくりと埋没していつたことが半J明 したが、出土遺物は少ない。機能は判然としないが

地下倉庫的な遺構だと思われる。

SK-04(第 22図 )

Ⅲ区の中央南端で検出した、 1辺 6m前後の竪穴状遺構であるが、後世の開墾により、基底部し

か遺存 していない。遺構は焼失したらしく、炭片と焼土が多くみられた。北側の掘 り肩から40～ 60cm

に位置する直径28cm前後・深さ6～ 15cmの小柱穴が底面で検出された。

遺構覆土より、15世紀頃と推定される。
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出土遺物実測図 (7)



SK-25(第 22図 )

Ⅱ区の北東部で検出した、長さ2.3m以上、幅1.8m前後の上坑で、深さは42cmを 測る。底面の東

狽1は、幅26cm前後・深さ2～ 3 cmの 溝状掘 り込みがある。

西側には、被熱した人頭大の礫と炭片が集中していた。骨片は発見されなかったが、火葬施設の

可能性があると思われる。覆土より、16～ 17世紀頃の遺構と推定する。

SK-01(第 23図 )

I区の東端中央部で検出した、長径 lm、 短径60～ 70cmの不整楕円形を呈する土坑で、最深部は

21cmを 測る。底面は凹凸が激しく、粗掘 りのままである。底面中央寄 りにおいて、銅銭22枚が撚 り
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第33図  SX-01出土遺物実測図 (8)



紐で纏められ、木箱に収めたと思われる状態で出上 した。主軸が北向きであること、上部数10cmが

削平されており本来は70～ 80cmの深さが想定されることなどから、土壊墓であると思われる。銭貨

の最も新 しいものは洪武通宝であり、14世紀後半頃の構築と推定される。
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